
 

 公益社団法人 京都府青少年育成協会  

気づいてる? あなたのまわりの あたたかさ≪京都府青少年健全育成府民運動スローガン≫ 

作 品 集

令和 7年度家族ふれあい大賞 
           第 29回「家庭の日絵画展」 

小学生対象 

主催/京都府 京都府教育委員会 （公社）京都府青少年育成協会 

中学生対象 
第 47回「少年の主張京都府大会」 

主催/（公社）京都府青少年育成協会 京都府 PTA協議会 
       京都市 PTA連絡協議会 （独）国立青少年教育振興機構 

2025（令和 7年度）

令和 7年度家族ふれあい大賞第 29回「家庭の日絵画展」 

【家族ふれあい大賞 京都府知事賞】 受賞作品 

「みんなでポップコーン」 

京都市立伏見板橋小学校  2年 泉水 信乃さん 

 

 



 
 

    
 （

公
社
）
京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
で
は
、
青
少
年
を
あ
た
た
か
く
見
守
り
、
そ
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
、
家
庭
と
地
域
の
輪
を
育
て
る
健
全
な
地
域
社
会
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
家
族
ふ
れ
あ
い
大
賞
」
・
「
家
庭
の
日
絵
画
展
」
～
「
家
庭
の
日
」
運
動
の
普
及
啓
発
事
業
～
、
中
学
生
を
対
象
と
し

た
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」
の
二
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

令
和
七
年
度
家
族
ふ
れ
あ
い
大
賞
・
第
二
十
九
回
「
家
庭
の
日
絵
画
展
」
は
、
京
都
府
と
京
都
府
教
育
委
員
会
が
令
和
二
年
度
ま
で
実
施
し
て
こ
ら
れ
た
家
族
ふ
れ

あ
い
大
賞
（
絵
画
・
写
真
）
事
業
と
当
協
会
が
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
家
庭
の
日
絵
画
展
」
（
令
和
七
年
度
事
業
名
変
更
）
（
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
（
家
庭
の
日
）

絵
画
展
」
）
事
業
を
令
和
三
年
度
か
ら
一
つ
の
事
業
に
統
合
し
、
小
学
生
か
ら
見
た
家
族
や
家
庭
内
で
の
微
笑
ま
し
い
ふ
れ
あ
い
を
絵
に
表
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
と
っ
て
家
庭
の
役
割
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
京
都
府
、
京
都
府
教
育
委
員
会
と
当
協
会
の
共
催
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
八
十
四
校
・
五
四
八
作
品
の
心
温
ま
る
絵
画
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
審
査
委
員
会
（
第
一
次
・
最
終
）
で
入
選
二
十
三
点
と
佳
作
四
十
三
点

を
選
出
し
、
京
都
府
知
事
賞
に
は
、
泉
水
信
乃
さ
ん
（
京
都
市
立
伏
見
板
橋
小
学
校
二
年
生
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た
作
品
二
十
三
点
及
び
佳
作
四
十

三
点
に
よ
る
入
賞
等
作
品
展
を
令
和
八
年
三
月
か
ら
府
内
二
十
六
箇
所
で
開
催
し
ま
す
。 

 

 

第
四
十
七
回
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」
は
、
人
格
を
形
成
す
る
上
で
重
要
な
時
期
に
あ
る
中
学
生
が
、
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と

な
ど
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
、
そ
れ
を
「
少
年
の
主
張
」
と
し
て
広
く
訴
え
る
機
会
を
設
け
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
行
動
を
促
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
、
京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、
（
独
）
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
の
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
三
十
四
校
・
四
三
〇
九
編

の
素
晴
ら
し
い
作
文
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
事
前
の
審
査
委
員
会
（
第
一
次
・
第
二
次
）
で
入
選
十
五
編
と
佳
作
四
〇
編
を
選
出
し
ま
し
た
。
入
選
の
十
五
名
が
令
和
七

年
九
月
十
三
日
に
京
都
市
国
際
交
流
会
館
（
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
）
で
開
催
し
た
京
都
府
大
会
に
お
い
て
主
張
を
発
表
し
、
各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。 

京
都
府
大
会
で
京
都
府
知
事
賞
に
輝
い
た
秦 

小
羽
音
さ
ん
（
亀
岡
市
立
育
親
学
園
九
年
生
）
を
京
都
府
代
表
と
し
て
、
全
国
大
会
候
補
者
に
推
薦
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
第
四
十
七
回
「
少
年
の
主
張
全
国
大
会
」
～
わ
た
し
の
主
張
２
０
２
５
～
（
於
／
東
京
）
で
主
張
を
発
表
し
、
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。 

 

御
応
募
い
た
だ
い
た
小
学
生
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
事
業
の
実
施
に
御
支
援
・
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
学
校
や
保
護
者
の
皆
様
並
び
に
関
係
機
関
・
団

体
の
皆
様
、
さ
ら
に
は
熱
心
に
作
品
の
審
査
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
審
査
委
員
の
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
冊
子
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で
入
賞
さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
御
高
覧
い
た
だ
き
、
小
学
生
の
抱
く
家
庭
の
温
か
さ
、
中
学
生
が
日
頃
感
じ
て
い

る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
か
ら
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
心
の
成
長
の
一
助
と
な
り
ま
す
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
取
組
の
裾
野
が
広
が
り
、
青
少
年
の

健
全
育
成
の
輪
が
一
層
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 
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令和7年度「家族ふれあい大賞」第29回「家庭の日絵画展」  
～「家庭の日」運動の普及啓発事業～概 要 

  
1 趣旨 

「子育て環境日本一」の実現に向け、「家庭の日」運動の普及啓発など、京都全体の気運を醸成するため、家庭内での微笑ましい 

ふれあいを絵画や写真に表現することを通して、子どもたちの健やかな成長にとって家庭の役割の大切さを再認識するととも 

に、子育て応援のメッセージを伝える取組として、作品の募集・発信を行います。 
 

2 主催 京都府、京都府教育委員会、公益社団法人京都府青少年育成協会 
 
３ 後援 こども家庭庁・京都市・京都市教育委員会・京都府市町村教育委員会連合会・京都府小学校校長会・京都市小学校長会 

・京都府私立小学校連合会・京都新聞・朝日新聞京都総局・毎日新聞社京都支局・読売新聞京都総局・産経新聞社京都総局 
・日本経済新聞社京都支社 ・ＮＨＫ京都放送局・ＫＢＳ京都・エフエム京都（順不同） 
 

4 作品募集（絵画のみ掲載） 
（1）題材        親子や家庭におけるほほえましい雰囲気等を表現したもの。「画題（タイトル）」必要。 
（2）対象        京都府内の小学校及び特別支援学校小学部に在籍している児童。 
（3）大きさ      四つ切（38ｃｍ×54ｃｍ）、横書き 
（4）画材等      自由 
（5）厚さ       作品は画面から3mm以内であれば盛り上げ、貼り付けを可。 
（6）募集締切    令和7年9月17日（水）（当日消印有効） 
（7）応募方法    ①必要事項を記入した所定の「応募票」（＊１）を作品裏面にのりづけして、各学校で取りまとめて、所定の「応募 

者名簿」（＊２）を添付の上、京都府青少年育成協会事務局へ送付。 
②個人の方は、直接京都府青少年育成協会事務局へ送付。 
＊１「応募票」及び＊２「応募者名簿」は協会ホームページからダウンロードすること。また、絵画の応募は一人１ 
作品で未発表、自作のものに限る。 【HP http://www.kyoto-seishonen.or.jp/】 
  

5 審査及び入賞作品等 
(1)入賞作品等 

【家族ふれあい大賞/3点】 

京都府知事賞 京都府教育委員会教育長賞 京都府青少年育成協会会長賞  /各1点   
 

【家庭の日賞/6点】 

京都市長賞 京都市教育長賞 京都府市町村教育委員会連合会会長賞 京都府小学校校長会会長賞 

京都市小学校長会会長賞  京都府私立小学校連合会会長賞   /各1点  
 
【まいにちがたからもの賞/6点】 

京都新聞賞 朝日新聞社賞 毎日新新聞社賞 産経新聞社賞 NHK京都放送局賞 KBS京都賞  /各1点 
  

【優秀賞/8点】 

【佳作/43点】 

(2)審査  審査委員会で入賞作品及び佳作を決定した。 

（3）①審査委員会審査委員 （50音順・敬称略） 
上田 静男（委員長）  

犬石 剛史  中下 美華  西村 いすみ  藤田 健一  松田 直美  山下 英孝   
 

    ②最終審査委員会審査委員（50音順・敬称略） 

         小山田  徹（委員長） 

         作道   雄  永田   紅  水野 哲雄 
   

6 表彰 
令和8年2月21日（土）、京都ガーデンパレス 「葵」において、入賞者（個別賞）の表彰を行い、会場内において入賞作品 

の展示を行います。 
 
7 入賞作品展の開催 

   京都府内26か所（予定）で絵画入賞等作品展を開催します。 
 
8  その他 

(1)入賞作品は、入賞作品等の巡回展示で掲示するほか作品集、家庭の日運動啓発カレンダー、啓発資料等に活用すると 

ともに、協会HPに掲載します。（作品の活用時に、作品の画題（タイトル）及び学校名・学年・氏名を記載します。） 

(2)入賞作品の出版権は、（公社）京都府青少年育成協会に帰属します。 
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入賞作品は、（公社）京都府青少年育成協会の HP からご覧いただけます。 
URL http://www.kyoto-seishonen.or.jp/ 

賞 画題（タイトル） 氏 名 学校・学年 

＜家族ふれあい大賞＞    

京都府知事賞 
京都府教育委員会教育長賞    

みんなでポップコーン 

じいじとせいくらべ 

泉 水 信 乃 

河 合 ゆ り 
京都市立伏見板橋小学校 2年 

精華町立精華台小学校 5年 

京都府青少年育成協会会長賞 家族７人で大好きな鉄博へ行った 内 藤 結 葵 京田辺市立三山木小学校 4年 

＜「家庭の日」賞＞    

京都市長賞 かぞくでジェットコースター 瀬 口 小 晴 京都市立西陣中央小学校 4年 

京都市教育長賞 なつまつりのわたあめ！ 村 松 春 樹 京都市立梅小路小学校 3年 

京都府市町村教育委員会 
          連合会会長賞 

おじいちゃんとぼくの夏休み 前 田 泰 佑 城陽市立青谷小学校 3年 

京都府小学校校長会会長賞 家族で楽しく海で遊んだ思い出 内 藤 愛 莉 京田辺市立三山木小学校 2年 

京都市小学校長会会長賞 

京都府私立小学校連合会会長賞 

あわじしまのおもいで 

新しい家族がやってきた 

稗 田 千 尋 

阪 部 優 愛 

京都市立明徳小学校 1年 

城陽市立寺田西小学校 3年 

＜まいにちがたからもの賞＞    

京都新聞賞 ひまわりばたけでおさんぽ 笹 岡 那月栞 南丹市立園部小学校 1年 

朝日新聞社賞 かっこいいシャチだ！！！ 

PHAM DANG 

QUANG 

（ファム ダン クアン） 

宇治田原町立宇治田原小学校 1年 

毎日新聞社賞 たのしい！ウオータースライダー 大 西 紘 生 木津川市立州見台小学校 2年 

産経新聞社賞 家族全員集合!! 中 西 慶一朗 京丹後市立いさなご小学校 6年 

NHK京都放送局賞 かき氷おいしかったなぁ 辻󠄀 本    蓮 亀岡市立薭田野小学校 2年 

KBS京都賞 かぞくでたこやきパーティー 橋 本 莉 子 精華町立精北小学校 2年 

＜優秀賞＞（順不同）    

優秀賞 夜空の下の家族の時間 河 邉 純 羽 京都市立花園小学校 5年 

優秀賞 たのしいごはんのじかん 市 川    凜 京都市立太秦小学校 1年 

優秀賞 家族で走ったびわ湖一周の思い出 渡 邉 水 翔 京田辺市立田辺小学校 6年 

優秀賞 みんなでカレーを食べているところ 三 浦 祐 衣 精華町立精北小学校 1年 

優秀賞 しかがくれた夏のえがお 羽 島 礼扇奈 精華町立精華台小学校 2年 

優秀賞 みんなでたべるとおいしいな 田 中 晴 稀 精華町立精華台小学校 2年 

優秀賞 かぞく  井 琳 都 相楽東部広域連合立和束小学校1年 

優秀賞 明るいかぞく 瀧 谷 依里奈 綾部市立物部小学校 3年 

    

 

氏名 学校・学年 氏 名 学校・学年 

橋 口 慧 一 

柱 谷 凪 咲 

野 村 新 夏 

佐 藤 瑠 佳 

森 下 ひかり 

井 上 稀 裕 

德 永 凌 真 

岩 本 芽 依 

竹 内 優 菜 

伴    夏 芽 

奥 森 叶 那 

稲 葉 遥 叶 

村 上    茜 

 西 凜 美 

中 川 煌 大 

上 村 啓太朗 

津 田 悠 花 

宇津山 周 佑 

松 岡 幸 来 

永 谷 愛 稀 

米 田 芙美香 

 西 柚 琉 

京都市立錦林小学校 1年 

京都市立北白川小学校 5年 

京都市立梅津小学校 2年 

京都市立葛野小学校 3年 

長岡京市立長岡第七小学校 5年 

宇治市立御蔵山小学校 2年 

宇治市立北槇島小学校 1年 

宇治市立北小倉小学校 2年 

宇治市立大久保小学校 5年 

城陽市立深谷小学校 1年 

木津川市立木津小学校 2年 

木津川市立高の原小学校 1年 

木津川市立梅美台小学校 1年 

木津川市立梅美台小学校 1年 

木津川市立梅美台小学校 1年 

木津川市立州見台小学校 1年 

木津川市立加茂小学校 3年 

木津川市立南加茂台小学校 1年 

木津川市立南加茂台小学校 1年 

木津川市立上狛小学校 1年 

久御山町立東角小学校 1年 

宇治田原町立田原小学校 2 年 

京 谷 洸 我 

佐 竹 芙 香 

村 山 晴 道 

山 口 未 紗 

井 手 汐 里 

松 村 昴 佑 

新 川 光 琴 

久 原    穏 

後 藤 慶 太 

福 岡 蒼 唯 

中 川 臣 海 

平 野 星 空 

吉 岡 英 汰 

大 田 結 葉 

内 藤 莉 央 

山 口 真 凛 

山 口 蒼 衣 

金 岩 知 己 

松 本 莉 緒 

吉 川 翔 真 

瀬 尾 優 奈 

宇治田原町立田原小学校 2 年 

宇治田原町立田原小学校 2 年 

宇治田原町立宇治田原小学校 1年 

精華町立精北小学校 1年 

精華町立精北小学校 1年 

精華町立山田荘小学校 2年 

精華町立山田荘小学校 2年 

精華町立精華台小学校 2年 

精華町立精華台小学校 2年 

相楽東部広域連合立南山城小学校 2年 

南丹市立八木東小学校 2年 

京丹波町立竹野小学校 5年 

綾部市立西八田小学校 4年 

福知山市立大正小学校 3年 

舞鶴市立新舞鶴小学校 2年 

舞鶴市立新舞鶴小学校 3年 

舞鶴市立新舞鶴小学校 5年 

宮津市立日置小学校 2年 

与謝野町立石川小学校 2年 

与謝野町立三河内小学校 4 年 

京都府立舞鶴支援学校 1年 

 

（順不同） 
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―家族ふれあい大賞― 

京都府知事賞 

「みんなでポップコーン」 

京都市立伏見板橋小学校 2年  
泉 水 信 乃さん 

 

京田辺市立三山木小学校 4年 
内 藤 結 葵さん 

京都府青少年育成協会会長賞 

「家族７人で大好きな鉄博へ行った」 

 

精華町立精華台小学校 5年 
河 合 ゆ りさん 

京都府教育委員会教育長賞 

「じいじとせいくらべ」 
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―「家庭の日」賞― 

京都市長賞 

京都市立西陣中央小学校 4年 
瀬 口 小 晴さん 

「かぞくでジェットコースター」 

 

京都市教育長賞 

京都市立梅小路小学校 3年 

村 松 春 樹さん 

「なつまつりのわたあめ！」 

 

京都府市町村教育委員会 
連合会会長賞 

城陽市立青谷小学校 3年 
前 田 泰 佑さん 

「おじいちゃんとぼくの夏休み」 

 

京都府小学校校長会会長賞 

京田辺市立三山木小学校 2年 
内 藤 愛 莉さん 

「家族で楽しく海で遊んだ思い出」 

 



6 

 

 

  

―「家庭の日」賞― 

京都市小学校長会会長賞 

京都市立明徳小学校 1年 
稗 田 千 尋さん 

「あわじしまのおもいで」 

 

京都府私立小学校連合会会長賞 

城陽市立寺田西小学校 3年 
 阪 部 優 愛さん  

「新しい家族がやってきた」 

 

―まいにちがたからもの賞― 

京都新聞賞 

南丹市立園部小学校 1年 

笹 岡 那月栞さん 

「ひまわりばたけでおさんぽ」 

 

朝日新聞社賞 

宇治田原町立宇治田原小学校 1年  

PHAM DANG QUANG さん 

（ファム ダン クアン） 

「かっこいいシャチだ！！！」 
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―まいにちがたからもの賞― 

毎日新聞社賞 

木津川市立州見台小学校 2年 
大 西 紘 生さん 

「たのしい！ウオータースライダー」 

 

産経新聞社賞 

京丹後市立いさなご小学校 6年 

 中 西 慶一朗さん 

「家族全員集合!!」 

 

NHK京都放送局賞 

亀岡市立薭田野小学校 2年 

辻󠄀 本    蓮さん 

「かき氷おいしかったなぁ」 

 

KBS京都賞 

精華町立精北小学校 2年  

橋 本 莉 子さん 

「かぞくでたこやきパーティー」 

 



8 

 

 

  

―優秀賞― 

優秀賞 

京都市立花園小学校 5年  
河 邉 純 羽さん 

「夜空の下の家族の時間」 

 

優秀賞 

京都市立太秦小学校 1年  
市 川  凜さん 

「たのしいごはんのじかん」 

 

優秀賞 

京田辺市立田辺小学校 6年  
渡 邉 水 翔さん 

「家族で走ったびわ湖一周の思い出」 

 

優秀賞 

精華町立精北小学校 1年 

 三 浦 祐 衣さん 

「みんなでカレーを食べているところ」 
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 ―優秀賞― 

優秀賞 

精華町立精華台小学校 2年  

羽 島 礼扇奈さん 

「しかがくれた夏のえがお」 

 

優秀賞 

精華町立精華台小学校 2年  

田 中 晴 稀さん 

「みんなでたべるとおいしいな」 

 

相楽東部広域連合立和束小学校 1年 

   井 琳 都さん 

優秀賞 

「かぞく」 

 

優秀賞 

 

綾部市立物部小学校 3年 

 瀧 谷 依里奈さん 

「明るいかぞく」 
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令和 7年度「家族ふれあい大賞」第 29回「家庭の日絵画展」  

講 評 

 

「家族ふれあい大賞」の審査を今年からさせていただきました。様々な学年にわたる子ども達の 

作品には、個々の世界観と家族の多様な姿が垣間見えて大変面白く見させていただきました。又、

審査会における先生方との対話でも表現の多様性を確認できる楽しい時間でした。  

本年は絵画が548作品、写真が66作品、総数614作品の応募がありました。応募してくださった子 

ども達、ご家族の皆様に心より感謝申し上げます。  

さて、審査は本当に選ぶのに苦労しました。どの作品もそれぞれの大事な家族の時間を感じる 

し、なんとかその時の記憶を留めようと、一生懸命書き込んだり、色を選んだり、構図を考えたり

した痕跡が見受けられ、優劣で選び難いものでした。その中でも家族のイベントとしての特別感が

高く、瞬間の捉え方がユニークで、絵画では子どもならではの目線で観察し、丁寧に書き込んだり、

逆に大胆にデフォルメしたりしたものを選ばせていただきました。写真ではシチュエーションがユ

ニークで、家族間の関係が豊かに現れ、色彩が豊かなものを選びました。  

近年は、家族の姿は本当に多様になりつつあります。様々な家族の構成があり、家族の概念の拡大 

も進んでいます。この公募にもそのような多様性が現れる作品の応募も増えてくるのではと楽しみ

にしています。笑顔で人々が暮らしを共にして、様々な困難も一緒に乗り越えていけるエネルギー

を持っている姿が見えるということは非常に大切なことだと思っています。  

絵を描くこと、写真を撮ることは、それぞれ、自分達の生活と関係を一度客観的に捉え直し、人 

生の記憶に落とし込み、家族の価値を再確認する行為でもあります。にこやかな場面の記憶や人の

笑い顔は、そのことを見直すだけで新たな幸せを噛み締めることができます。しかも多くの人々に

もその幸せ感が伝わるのです。これからも、絵や写真をきっかけとして、今一度家族について考え

る機会にしていただけたらと願っています。 

 

令和 8年 2月 

京都市立芸術大学長 アーティスト 

 小山田  徹 
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第
四
十
七
回
『
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
』 

概
要 

 
１ 
趣 

 

旨 
 
 

 
少
子
高
齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化
が
急
速
に
進
み
、
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る 

現
代
社
会
に
お
い
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で
他
者
を
思 

い
や
る
心
を
も
ち
、
社
会
的
に
自
立
し
て
い
け
る
、
健
や
か
な
成
長
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
た
め
に
は
、
広
い
視
野
と
柔
軟
な
発
想
や
創
造
性
な
ど
と
共
に
、
物
事
を
論
理
的 

に
考
え
る
力
や
、
自
ら
の
主
張
を
正
し
く
伝
え
、
理
解
し
て
も
ら
う
力
な
ど
を
身
に
付
け 

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 
 
 

少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
契
機
と
な
る
こ
と 

を
願
い
実
施
し
た
。 

 

２ 

主 
 

催 
 

 

（
公
社
）
京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
・
京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
・ 

 
 
  
 

京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
・（
独
）
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構 

 

３ 

後 
 

援 
 

 

京
都
府
・
京
都
府
教
育
委
員
会
・
京
都
市
・
京
都
市
教
育
委
員
会
・
京
都
府
市
町
村
教
育 

委
員
会
連
合
会
・
京
都
府
公
立
中
学
校
長
会
・
京
都
府
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
・
京 

都
新
聞
・
朝
日
新
聞
京
都
総
局
・
毎
日
新
聞
社
京
都
支
局
・
読
売
新
聞
京
都
総
局
・
産
経 

新
聞
社
京
都
総
局
・
日
本
経
済
新
聞
社
京
都
支
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
・
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
・ 

エ
フ
エ
ム
京
都
（
順
不
同
） 

 

４ 

作
文
の
内
容 

 

（
１
）
社
会
や
世
界
に
向
け
て
の
意
見
、
未
来
へ
の
希
望
や
提
案
な
ど
。 

（
２
）
家
庭
、
学
校
生
活
、
社
会(

地
域
活
動)

及
び
身
の
回
り
や
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
な 

ど
。 

（
３
） 

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
少
年
の
問
題
行
動
、大
人
や
社
会
の
様
々 

な
出
来
事
に
対
す
る
意
見
や
感
想
、
提
言
な
ど
。 

 

５ 

応
募
対
象 

  
 
 
 

京
都
府
内
の
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
中
等
部
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
。 

 
 
 

国
籍
は
問
わ
な
い
が
、
日
本
語
で
発
表
で
き
る
こ
と
が
必
要
。 

な
お
、
作
品
は
一
人
一
作
品
で
未
発
表
、
自
作
の
も
の
に
限
る
。 

 

６ 

経 
 

過  
 

（
１
）
作
文
募
集 

令
和
七
年
四
月
下
旬
、
募
集
要
項
及
び
ポ
ス
タ
ー
等
を
府
内
各
市
町
村
・ 

市
町
村 

教
育
委
員
会
、
各
中
学
校
、
青
少
年
団
体
、
関
係
機
関
等
へ
配
布
し
て
募
集 

 

（
２
）
募
集
締
切 

令
和
七
年
七
月
二
十
五
日
（
金
）
応
募
総
数 

四
三
〇
九
編
（
三
十
四
校
） 

 

（
３
）
応
募
作
文
の
審
査 

 

第
一
次
審
査
委
員
会
を
令
和
七
年
八
月
八
日
（
金
）、
第
二
次
審
査
委
員
会 

を
八
月
二
十
六
日
（
火
）
開
催
、
入
選
十
五
編
及
び
佳
作
四
〇
編
を
選
定 
 

（
４
）
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」 

令
和
七
年
九
月
十
三
日
（
土
）
、
京
都
市
国
際
交
流
会
館 

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い 

て
、
本
大
会
を
開
催 

十
五
名
の
入
選
者
が
主
張
を
発
表
。
審
査
の
結
果
、
京
都
府
知 

事
賞
・
京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
・
京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
賞
・
京
都 

市
教
育
長
賞
・
京
都
府
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
会
長
賞
・
京
都
府
公
立
中
学
校 

長
会
会
長
賞
・
京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長
賞
・
京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
会
長 

賞
・
京
都
新
聞
賞
・
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
賞
・
京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
賞
の
各 

賞
を
決
定 

 
 
  
  
   

 ［
第
一
次
審
査
委
員
］（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

勝
間
喜
一
郎 

 

杉
本 

 

勝 
 ［

第
二
次
審
査
委
員
］（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

 
 
 
 
  

野
村 

大
輔
（
委
員
長
） 

一
色 

恭
行 

 

上
田 

静
男 

 

菊
井
雅
志 

 
 
 
 
 
 

實
川 

明
彦 

 

細
井 

悠
一 

 
 

 ［
大
会
審
査
委
員
］（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

野
村 

大
輔
（
委
員
長
） 

一
色 

恭
行 

 

上
田 

静
男 

 

菊
井 

雅
志 

 

塩
見 

葉
子 

 
 
 
 
 

 

實
川 

明
彦 

 

田
中 

功
一 

 

寺
内 

 
 

繭 
 

細
井 

悠
一 

 
 

 
 
 

 

（
５
）
「
少
年
の
主
張
」
全
国
大
会
へ
の
推
薦 

京
都
府
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
た
亀
岡
市
立
育
親
学
園
九
年
秦
小
羽
音
さ
ん
を 

全
国
大
会
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
た
と
こ
ろ
、
近
畿
・
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
、 

全
国
大
会
で
主
張
を
発
表
し
、
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。 

 

（
６
）
そ
の
他 

①
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」
の
模
様
を
ネ
ッ
ト
配
信
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。 

 
②
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
、
府
内
の
中
学
校
等
に
配
布
し 

ま
し
た
。 
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賞 テーマ 氏 名 学校・学年 

京都府知事賞 自分らしく生きる 秦 小羽音 亀岡市立育親学園 9年 

京都府青少年育成協会会長賞 かわいそうなんかじゃない 
アヴドゥル・フセイン 

・アリーナ 
相楽東部広域連合立笠置中学校 2年 

京都府教育委員会教育長賞 夢と生きる 渡部 凜乃 木津川市立木津第二中学校 3年 

京都市教育長賞 内部疾患とヘルプマーク 平野 紗奈 京都市立加茂川中学校 3年 

京都府市町村教育委員会連合会会長賞 「思いやり」がつくる「いい人」 出口  杏 亀岡市立東輝中学校 2年 

京都府公立中学校長会会長賞 僕の「死生観」 西條 遥葵 亀岡市立亀岡中学校 2年 

京都府ＰＴＡ協議会会長賞 何も変わらない 山本 凜咲 亀岡市立亀岡中学校 2年 

京都市ＰＴＡ連絡協議会会長賞 思いやりの言葉 仲野 凜香 京都光華中学校 3年 

京都新聞賞 言葉を紡いだ先に見えるもの 杉 いおり 京都市立加茂川中学校 3年 

ＫＢＳ京都賞 ジェンダーの壁を越えて 鎗野 聡史 向日市立西ノ岡中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 小さな気づきを行動へ 稲岡   凛 京都府立洛北高等学校附属中学校 1年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 「やばい」は便利? 松本 優衣 京都府立福知山高等学校附属中学校 2 年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 「セミと僕」 山本  翔 亀岡市立東輝中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 商店街の未来を考える 畠中陽世璃 京都府立福知山高等学校附属中学校 3 年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 全ての人が幸せに暮らすために 亀井志衣菜 舞鶴市立城北中学校 3年 

氏 名 学校・学年 氏 名 学校・学年 

木下   文 京都府立洛北高等学校附属中学校 1年 橋本 紗那 亀岡市立亀岡中学校 2年 

杉本 香帆 京都府立南陽高等学校附属中学校 3年 酒井あずさ 亀岡市立亀岡中学校 2年 

松井 蓉実 京都府立南陽高等学校附属中学校 3年 近藤 望愛 亀岡市立亀岡中学校 2年 

野口 蒼太 京都府立南陽高等学校附属中学校 3年 松山陽菜乃 亀岡市立亀岡中学校 2年 

山﨑明日香 京都府立南陽高等学校附属中学校 3年 阪野 莉麻 亀岡市立亀岡中学校 2年 

寺尾あおい 京都府立園部高等学校附属中学校 1年 中澤帆乃香 亀岡市立亀岡中学校 2年 

片岡   愛 京都府立園部高等学校附属中学校 1年 近藤 杏菜 亀岡市立東輝中学校 3年 

福山 碧唯 京都府立福知山高等学校附属中学校 2 年 西川 颯眞 亀岡市立東輝中学校 3年 

鎗水 美帆 京都府立福知山高等学校附属中学校 3 年 山口 青楊 舞鶴市立青葉中学校 3年 

大田 寧々 京都府立福知山高等学校附属中学校 3 年 上西 若葉 舞鶴市立白糸中学校 3年 

坂田   昊 京都府立福知山高等学校附属中学校 3 年 片山 緋埜 舞鶴市立和田中学校 3年 

越智咲優美 向日市立寺戸中学校 3年 森  優亜 舞鶴市立城南中学校 3年 

宮部 拓大 長岡京市立長岡第四中学校 3年 宵田 紗良 舞鶴市立若浦中学校 3年 

前西 香那 長岡京市立長岡第四中学校 3年 佐藤 翠南 舞鶴市立加佐中学校 3年 

梶原 稜弥 長岡京市立長岡第四中学校 3年 長澤 一花 宮津市立宮津中学校 3年 

須崎 愛未 長岡京市立長岡第四中学校 3年 石田りりあ 宮津市立栗田中学校 3年 

西川 士紋 京田辺市立大住中学校 3年 桑形 瑛太 与謝野町立加悦中学校 3年 

森  彩葉 京田辺市立培良中学校 2年 若月 颯太 与謝野町立江陽中学校 3年 

吉川 萌栞 井手町立泉ヶ丘中学校 3年 松本 樹音 与謝野町立宮津市中学校組合立橋立中学校 3年 

勝谷   栞 宇治田原町立維孝館中学校 3年 廣野 創祐 与謝野町立宮津市中学校組合立橋立中学校 3年 

    

■入賞者・佳作者一覧■ 

入賞者 

第 47回「少年の主張京都府大会」 

佳作者（順不同） 

⑰

 

 

 

 

司会/西 千尋 
ガールスカウト京都府連盟 
京都市立桃陵中学校 2年 

司会/若城博愛士 
日本ボーイスカウト京都連盟 

同志社中学校 2年 
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京
都
府
知
事
賞 

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」 

亀
岡
市
立
育
親
学
園 

９
年 

秦 
 

小
羽
音 

「
自
分
っ
て
い
っ
た
い
何
者
?
」 

こ
ん
な
自
問
自
答
を
繰
り
返
す
苦
し
い
時
期
が
あ
っ

た
。
「
性
別
」
と
い
う
枠
組
み
に
囚
わ
れ
る
こ
と
が
苦

し
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
の
だ
。
現
在
は
「
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
や
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」
と
い
う
言
葉
が
世

の
中
に
浸
透
し
て
、
例
え
ば
一
般
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
な
ど
に
よ
く
あ
っ
た
「
性
別
」
を
問
う
文
言
が
な
く

な
っ
た
り
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
な
く
て
も
よ
い
と
い

う
ふ
う
に
か
な
り
理
解
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。
し
か
し
、
今
で
も
時
折
「
自
分
は
何
者
?
」
と

い
う
問
い
が
顔
を
出
し
、
苦
し
く
な
っ
た
り
、
無
気
力

に
な
っ
て
し
ま
う
瞬
間
が
あ
る
。 

 

小
学
生
の
頃
は
ず
っ
と
一
人
称
は
自
分
の
名
前
だ

っ
た
。
「
小
羽
音
は
～
と
思
う
」
・
「
そ
れ
は
小
羽
音

の
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
感
じ
で
。
し
か
し
学
年
が
上

が
る
ご
と
に
周
り
の
友
達
の
一
人
称
が
「
僕
」
や
「
私
」

に
変
わ
っ
て
い
き
、
自
分
も
「
私
」
を
使
い
出
す
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
頃
の
自
分
は
「
私
」
と
い
う
一
人
称

を
使
う
時
に
感
じ
る
違
和
感
を
、
慣
れ
て
い
な
い
だ
け

だ
と
誤
魔
化
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
。 

 

あ
る
時
、
ア
ニ
メ
か
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
だ
っ
た
と
思
う

が
、「
僕
」
と
い
う
一
人
称
を
使
う
女
性
を
目
に
し
た
。

そ
の
映
像
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
今
に
し
て
思
え
ば
こ
の

時
が
性
自
認
に
対
す
る
違
和
感
を
明
確
に
意
識
し
た

時
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
私
」
よ
り
も
「
僕
」
を

使
う
方
が
自
然
に
感
じ
た
の
だ
。
そ
れ
以
来
「
僕
」
と

い
う
一
人
称
を
使
い
始
め
た
わ
け
だ
が
、
中
学
一
年
生

の
中
頃
ま
で
は
制
服
の
ス
カ
ー
ト
を
履
き
、
髪
も
特
別

短
い
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。 

 

自
分
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
が
出
始
め
た
の
は
、
八

年
生
の
家
庭
科
の
授
業
で
浴
衣
を
着
た
時
だ
っ
た
。
男

子
と
女
子
に
分
か
れ
て
浴
衣
を
着
た
の
だ
が
、
自
分
は

男
子
用
の
浴
衣
を
着
た
く
て
、
女
子
用
の
浴
衣
を
着
る

こ
と
に
も
の
す
ご
い
抵
抗
感
を
抱
い
た
の
だ
。
結
局
女

子
用
の
浴
衣
を
着
た
の
だ
が
、
「
女
子
用
の
浴
衣
を
着

て
い
る
自
分
」
と
「
女
子
の
枠
組
み
に
入
っ
て
い
る
自

分
」
に
何
と
も
言
え
な
い
嫌
悪
感
を
持
ち
、
先
生
が
写

真
を
撮
っ
て
く
れ
た
の
だ
が
、
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
笑

顔
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
気
ま
ず
い
空
気
を
作
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
出
来
事
が
引
き
金
と
な
り
、
自
分

の
こ
と
が
嫌
い
に
な
っ
て
、
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と

思
う
こ
と
が
増
え
た
。
学
校
に
行
く
と
、
性
別
を
意
識

す
る
こ
と
が
増
え
る
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
保
健
体
育
の

授
業
。
更
衣
室
で
の
着
替
え
だ
っ
た
り
、
別
々
に
受
け

る
授
業
に
異
様
に
反
応
し
て
し
ま
う
自
分
が
い
た
。
十

五
年
生
き
て
き
た
中
で
髪
を
一
番
短
く
し
た
の
も
、
ズ

ボ
ン
し
か
履
か
な
く
な
っ
た
の
も
こ
の
頃
だ
。 

 

そ
ん
な
自
分
の
変
化
に
気
づ
い
て
く
れ
た
の
が
、
母

で
あ
り
、
先
生
だ
っ
た
。
自
分
が
ノ
ー
ト
に
走
り
書
き

し
た
文
章
に
込
め
ら
れ
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い
て
く
れ
、

苦
し
い
胸
の
内
を
初
め
て
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
「
自
分
は
い
っ
た
い
何
者
な
の
か
」―

自
分
自
身

う
ま
く
表
現
で
き
な
い
感
情
を
、
話
を
じ
っ
く
り
聴
い

て
客
観
的
な
視
点
で
整
理
・
言
語
化
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
こ
の
時
、
「
理
解
し
て
も
ら
え
た
こ
と
」
と
い
う

安
心
感
を
持
て
た
こ
と
で
、
日
常
が
断
然
過
ご
し
や
す

く
な
り
、
人
に
話
す
こ
と
・
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
の
重

要
性
を
知
っ
た
。 

 

最
近
、
「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
」
に
つ
い
て
よ
く
考
え

る
。
自
分
は
、
あ
の
時
悩
み
を
打
ち
明
け
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
生
ま
れ
た
時
の
性
別
に
違

和
感
を
持
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
「
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
」
な
ん
て
重
々
し
い
こ
と
な
ど
し
な
く

て
い
い
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
も
思
う
。
以
前
、「
普

通
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
事
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
た

こ
と
が
あ
る
。
「
普
通
は
～
」
と
い
う
表
現
の
中
に
、

「
普
通
」
で
は
な
い
も
の
に
対
す
る
差
別
的
な
意
味
を

感
じ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
「
多
様
性
」
と
い
う
言
葉

が
社
会
に
浸
透
し
て
久
し
い
。
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
存
在

や
文
化
を
認
め
合
お
う
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
な
の
に

「
普
通
」
と
い
う
言
葉
に
私
た
ち
は
囚
わ
れ
過
ぎ
て
い

る
と
思
う
。
世
の
中
の
価
値
を
決
め
る
物
差
し
は
た
く

さ
ん
存
在
し
、
「
普
通
」
と
い
う
物
差
し
の
み
に
縛
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。
好
き
な
も
の
や

得
意
な
も
の
、
顔
や
身
長
が
み
ん
な
違
う
の
と
同
じ
よ

う
に
性
別
だ
っ
て
み
ん
な
違
う
。
固
定
概
念
に
囚
わ
れ

ず
、
一
つ
の
個
性
と
し
て
み
て
み
る
こ
と
で
新
た
な
発

見
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
こ
う
あ
る
べ
き

だ
」
に
囚
わ
れ
な
い
社
会
こ
そ
、
本
当
の
意
味
で
の
「
多

様
性
」
の
あ
る
社
会
だ
と
思
う
。
母
や
先
生
の
「
女
性

と
か
男
性
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の

は
あ
な
た
だ
け
で
、
周
り
は
意
外
と
気
に
し
て
い
な
い

よ
。
」
と
い
う
言
葉
が
今
の
自
分
の
心
の
支
え
に
な
っ

て
い
る
。
現
在
受
験
生
の
自
分
は
、
進
路
を
決
め
る
大

切
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
先
、「
秦 

小

羽
音
」
と
い
う
一
人
の
人
間
と
し
て
ど
れ
だ
け
成
長
で

き
る
か
。
目
指
す
進
路
に
向
け
て
頑
張
る
自
分
を
好
き

に
な
り
つ
つ
あ
る
。 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
賞 

「
か
わ
い
そ
う
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
」 

相
楽
東
部
広
域
連
合
立 

笠
置
中
学
校 

２
年 

ア
ヴ
ド
ゥ
ル
・
フ
セ
イ
ン 

・
ア
リ
ー
ナ 

「
か
わ
い
そ
う
」
そ
れ
っ
て
慰
め
の
言
葉
な
の
か
な
。 

そ
れ
は
、
私
が
常
々
感
じ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

 

小
学
六
年
生
の
あ
る
日
の
こ
と
、
そ
の
日
は
道
徳
の

授
業
が
あ
り
、
障
が
い
者
に
関
わ
る
話
で
し
た
。
授
業

を
し
て
く
れ
た
当
時
の
担
任
の
先
生
は
、
黒
板
に
「
障

害
者
」
の
「
害
」
を
漢
字
で
書
か
ず
に
、
ひ
ら
が
な
で

書
い
た
の
で
す
。
私
は
今
ま
で
ず
っ
と
「
障
害
者
」
を

漢
字
で
書
い
て
い
た
の
で
、
な
ぜ
、
ひ
ら
が
な
で
書
く

の
か
疑
問
に
思
い
、 

 

「
な
ん
で
障
が
い
者
の
害
を
漢
字
で
書
か
な
い
の
で

す
か
。
」 

と
質
問
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
先
生
は 

「
害
と
い
う
漢
字
は
、
人
間
に
害
が
及
ぶ
と
言
う
意
味

だ
か
ら
、
べ
つ
に
障
が
い
が
あ
る
人
が
い
て
も
迷
惑
に

な
ら
な
い
し
、
害
も
及
ば
な
い
や
ろ
？
」 

と
優
し
く
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
そ
の

先
生
の
考
え
が
素
敵
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

私
に
は
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
小
学
二
年
生
の
弟
が

い
ま
す
。
小
学
二
年
生
に
な
っ
た
今
で
も
、
ま
だ
自
分

の
気
持
ち
を
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
状
態
で

す
。
そ
ん
な
弟
の
こ
と
を
誰
か
に
話
す
と
、 

「
え
、
か
わ
い
そ
う
。
」 

 

「
早
く
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
の
に
ね
。
」 

「
辛
い
や
ろ
？
」 

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
私
は
べ
つ
に
か

わ
い
そ
う
と
も
、
早
く
し
ゃ
べ
っ
て
ほ
し
い
と
も
思
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
そ
の
こ
と
自
体
が
弟
の
個
性

で
あ
り
、
弟
が
一
人
の
人
間
と
し
て
、
私
の
弟
と
し
て
、

み
ん
な
と
同
じ
小
学
二
年
生
と
し
て
、
楽
し
く
、
明
る

く
生
き
て
く
れ
た
ら
、
私
は
そ
れ
が
一
番
嬉
し
い
か
ら

で
す
。 

 

「
障
が
い
者
っ
て
か
わ
い
そ
う
。
」 

 

と
い
う
言
葉
や
、 

 

「
体
に
障
が
い
が
あ
る
っ
て
か
わ
い
そ
う
だ
ね
。
」 

 

と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
と
て
も
悲
し
く
な
り
ま
す
。  

そ
の
「
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う
言
葉
は
、
言
っ
て
い
る

側
は
慰
め
の
言
葉
の
つ
も
り
で
言
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
ん
な
言
葉
を
か
け
ら
れ
た

当
事
者
や
そ
の
家
族
は
、
あ
り
が
た
い
と
は
思
わ
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
そ
の
一
人
で
す
。
当

事
者
の
家
族
と
し
て
思
う
こ
と
は
、
も
っ
と
弟
の
こ
と

や
、
接
す
る
私
た
ち
家
族
に
つ
い
て
、
興
味
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、 

 

「
も
っ
と
教
え
て
。
」 

 

「
も
っ
と
知
り
た
い
。
」 

 

「
力
に
な
れ
る
こ
と
は
な
い
？
」 

 

と
い
う
よ
う
な
言
葉
で
す
。 

 
 

実
際
に
あ
る
友
達
に
弟
の
話
を
し
て
き
た
相
手
と

は
違
う
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
く
れ
た
子
が
い
ま
し

た
。
そ
の
子
は
、
も
っ
と
弟
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
根

掘
り
葉
掘
り
弟
の
こ
と
や
、
弟
と
の
生
活
に
つ
い
て
聞

い
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
、
今
ま
で
そ
の
話
を

し
て
感
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た 

「
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
ど
な
。
」 

と
い
う
気
持
ち
に
な
ら
ず
に
、
む
し
ろ
ス
ッ
キ
リ
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

 
 

確
か
に
、
弟
と
過
ご
す
中
で
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
普
通
よ
り
も
時
間
が
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
含
め
て
弟
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
大
変
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
。 

 
 

し
か
し
、
世
間
の
「
障
が
い
者
」
に
対
す
る
認
識
や

捉
え
方
が
、
自
分
た
ち
の
思
い
と
は
違
う
こ
と
が
多

く
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
ん
だ
り
、
苦
し
め
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。 

 

私
は
「
障
が
い
」
と
い
う
も
の
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
一
つ
の
個
性
と
し
て
認
め
て

ほ
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
当
事
者
は
、
「
か

わ
い
そ
う
」
と
い
う
慰
め
の
言
葉
よ
り
も
、
理
解
と
協

力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
は
、
先
に
話
し
た
先
生
だ
け
で
は
な
く
「
障
が
い

者
」
と
い
う
と
き
は
「
害
」
と
い
う
字
を
使
わ
な
い
こ

と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
障
が
い
者
」
に

対
す
る
理
解
や
認
識
も
多
様
化
し
、
以
前
に
比
べ
て
当

事
者
や
当
事
者
家
族
も
生
き
や
す
い
時
代
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
今
で
も
偏
見
が

完
璧
に
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
口
で
何
か
を

言
っ
て
い
て
も
、
行
動
に
ま
で
移
せ
な
い
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

も
っ
と
「
障
が
い
」
と
い
う
も
の
に
興
味
を
持
っ
て

く
だ
さ
い
。 

 
 

私
の
弟
も
、
弟
を
支
え
る
私
た
ち
も
、
ど
ん
な
人
で

も
生
き
や
す
い
、
そ
ん
な
社
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
世
の
中
の

障
が
い
が
あ
る
人
や
そ
の
家
族
が
願
っ
て
い
る
こ
と

だ
と
私
は
思
い
ま
す
。 

 
 

も
う
一
度
、
ど
ん
な
人
で
も
生
き
や
す
く
、
尊
重
さ

れ
る
社
会
の
在
り
方
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。 
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京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

「
夢
と
生
き
る
」 

木
津
川
市
立
木
津
第
二
中
学
校 

３
年 

渡 

部 

凜 

乃 

「
将
来
の
夢
は
何
で
す
か
。
」 

幼
い
頃
か
ら
、
言
葉
を
変
え
て
大
人
た
ち
か
ら
何
度

も
繰
り
返
さ
れ
る
こ
の
問
い
か
け
。
今
ま
で
私
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
答
え
を
返
し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
覚
え
て

い
る
限
り
で
一
番
最
初
の
答
え
は
「
プ
リ
キ
ュ
ア
に
な

る
こ
と
」
だ
っ
た
。
幼
い
私
は
、
た
だ
プ
リ
キ
ュ
ア
が

好
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
い
つ
か
自
分
も
か

わ
い
く
て
キ
ラ
キ
ラ
し
た
プ
リ
キ
ュ
ア
に
な
れ
る
と

信
じ
て
い
た
。
で
も
、
い
つ
し
か
そ
の
夢
は
私
の
中
か

ら
姿
を
消
し
た
。 

夢
は
変
化
し
て
い
く
も
の
だ
。
ま
る
で
関
係
の
な
さ

そ
う
な
夢
達
も
、
き
っ
と
そ
の
人
の
中
で
小
さ
な
か
け

ら
と
な
っ
て
次
の
夢
へ
と
想
い
を
紡
い
で
い
る
。
私
の

場
合
、
幼
い
頃
に
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
プ
リ
キ
ュ
ア
に
憧
れ

た
気
持
ち
は
、
今
、
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
舞
台
芸

術
に
憧
れ
る
私
の
夢
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
夢
は

形
を
変
え
る
。
ず
っ
と
一
途
に
想
い
続
け
ら
れ
る
も
の

は
と
て
も
少
な
い
。
中
に
は
ず
っ
と
一
つ
の
夢
を
見
続

け
て
、
信
じ
て
努
力
し
、
そ
の
夢
を
叶
え
る
人
も
い
る
。 

 

そ
れ
は
確
か
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。
で
も
、
お
そ

ら
く
ほ
と
ん
ど
の
人
は
途
中
で
自
分
に
問
い
か
け
始

め
る
。
自
分
が
本
当
に
好
き
な
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と

は
何
な
の
か
、
と
。
そ
こ
で
進
む
道
を
引
き
返
し
た
り
、

目
標
地
点
を
変
え
る
こ
と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は

な
い
し
、
そ
れ
ま
で
そ
の
夢
に
費
や
し
て
き
た
時
間

も
、
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
は
ず
だ
。 

夢
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
諦
め
る
と
か

投
げ
出
す
と
い
う
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
必
要
は
な
い
。
今
ま
で
応
援
し
て
く
れ
た
人
達

に
対
し
て
申
し
訳
な
く
思
う
こ
と
も
な
い
。
人
は
変
化

し
て
い
く
の
だ
。
そ
れ
は
成
長
と
も
呼
べ
る
だ
ろ
う
。

私
た
ち
は
迷
っ
た
り
立
ち
止
ま
っ
た
り
、
と
き
に
は
引

き
返
し
た
り
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
勇
気
を
出
し
て
新

し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
く
。
見
守
っ
て
く
れ
る
周

囲
の
温
か
い
存
在
に
感
謝
し
な
が
ら
も
、
次
の
一
歩
は

自
分
で
歩
む
し
か
な
い
の
だ
。 

そ
し
て
、
夢
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
る
。
同
じ
夢

を
抱
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
目
指
す
地
点
も
、

人
生
に
お
け
る
そ
の
夢
の
存
在
の
大
き
さ
も
人
そ
れ

ぞ
れ
違
う
。
で
も
、
私
は
そ
れ
に
よ
っ
て
夢
の
価
値
が

変
わ
る
と
は
思
わ
な
い
。
大
き
な
夢
も
小
さ
な
夢
も
、

成
功
し
て
も
し
な
く
て
も
、
そ
の
夢
を
持
っ
て
追
い
か

け
た
時
間
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く
、
か
け
が
え
の
な
い

も
の
だ
ろ
う
。
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
が
結
果
と
し
て
表

れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
何
も
形
を
な
さ
な
い
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
、
夢
が
与
え
て
く
れ
た
そ
の
道
の
り
や
時

間
、
自
分
自
身
の
心
の
成
長
に
は
、
必
ず
意
味
が
あ
る

の
だ
と
私
は
信
じ
て
い
る
。 

夢
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
ふ
い
に
思
い
出
す
こ
と

が
あ
る
。
幼
稚
園
の
頃
に
開
い
た
子
ど
も
科
学
図
鑑

で
、
雲
の
し
く
み
を
知
っ
た
。
い
つ
か
雲
に
乗
っ
て
遊

べ
る
こ
と
を
想
像
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
雲
に
乗
れ

な
い
と
知
っ
た
こ
と
は
少
し
の
痛
み
を
伴
っ
た
。
こ
れ

は
私
が
成
長
す
る
中
で
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
た
痛
み

だ
。
雲
の
上
の
遊
び
場
や
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

贈
り
主
、
魔
法
の
使
え
る
世
界
な
ど
、
何
か
を
知
る
た

び
に
私
の
中
か
ら
去
っ
て
い
く
世
界
が
あ
っ
た
。
ど
の

場
面
で
も
、
当
時
の
私
は
真
実
に
薄
々
気
づ
い
て
き
て

い
た
。
で
も
、
そ
れ
を
口
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
私
の

中
の
何
か
大
切
な
世
界
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
気
が
し

て
、
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
い
た
。
将
来
の
こ
と
を
少

し
ず
つ
現
実
的
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ
て

き
た
今
、
何
だ
か
あ
の
時
の
感
覚
を
思
い
出
す
。
急
に

現
実
を
突
き
付
け
ら
れ
た
よ
う
な
感
覚
。
た
だ
自
由
に

あ
れ
こ
れ
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
た
自
分
は
も
う
い
な
く

な
っ
た
の
か
と
、
不
安
や
寂
し
さ
を
感
じ
る
。
し
か
し
、

皆
平
等
に
時
は
流
れ
、
私
た
ち
は
成
長
し
て
い
く
。
ず

っ
と
同
じ
で
は
い
ら
れ
な
い
。
結
局
、
私
の
手
か
ら
プ

リ
キ
ュ
ア
の
必
殺
技
の
ハ
ッ
ピ
ー
シ
ャ
ワ
ー
は
出
な

か
っ
た
し
、
今
は
成
長
し
て
形
を
変
え
た
夢
と
共
に
十

五
歳
の
私
を
生
き
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
私

自
身
も
、
私
の
夢
も
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
く
だ
ろ

う
。
そ
れ
で
も
、
ど
ん
な
と
き
も
変
化
を
恐
れ
ず
、
自

分
自
身
を
肯
定
し
な
が
ら
、
夢
を
持
っ
て
歩
め
る
自
分

を
愛
お
し
く
思
え
る
私
で
あ
り
た
い
。 

夢
と
共
に
生
き
る
人
生
は
、
き
っ
と
幸
せ
だ
。 
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京
都
市
教
育
長
賞 

「
内
部
疾
患
と
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」 

京
都
市
立
加
茂
川
中
学
校 

３
年 

平 

野 

紗 

奈 

み
な
さ
ん
は
障
害
者
と
聞
い
て
ど
ん
な
人
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
か
?
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
人
?
補
聴

器
を
付
け
て
い
る
人
?
そ
れ
と
も
白
杖
を
使
用
し
て

い
る
人
で
し
ょ
う
か
? 

 

障
害
の
種
類
は
主
に
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ

目
は
「
身
体
障
害
」
。
こ
れ
は
日
本
人
の
中
で
最
も
人

数
が
多
く
、
約
四
百
万
人
も
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
二
つ
目
は
、
「
知
的
障
害
」
。
そ
し
て
三
つ
目
は

「
精
神
障
害
」
で
す
。
今
回
は
一
つ
目
の
「
身
体
障
害
」

の
中
で
も
一
番
割
合
が
多
い
「
内
部
疾
患
」
に
つ
い
て

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
身
体
障
害
者
の
約
八
十
％
の
人
は
内
部
疾
患

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
内
部
疾
患
は
「
心
臓

機
能
障
害
」
、
「
腎
臓
機
能
障
害
」
、
「
呼
吸
器
機
能

障
害
」
な
ど
全
七
種
類
の
障
害
が
あ
り
ま
す
。 

 

私
は
、
生
ま
れ
つ
き
、
心
臓
機
能
障
害
を
わ
ず
ら
っ

て
い
て
、
そ
の
後
も
感
染
症
に
よ
り
右
肺
の
機
能
が
失

わ
れ
た
こ
と
で
今
は
呼
吸
器
機
能
障
害
も
持
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
同
じ
障
害
名
で
も
生
ま
れ
て
か
ら
成
長

す
る
中
で
急
に
発
症
す
る
人
や
、
年
を
と
っ
て
か
ら
発

症
す
る
人
も
い
る
た
め
、
症
状
は
人
そ
れ
ぞ
れ
と
言
え

ま
す
。
し
か
し
、
内
部
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人
の
ほ
と

ん
ど
に
共
通
す
る
の
が
、
他
の
障
害
と
違
い
、
外
見
か

ら
は
障
害
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
に
く
く
、
周
り
の
人

に
理
解
し
て
も
ら
い
に
く
い
と
い
う
点
で
す
。
例
え
ば

私
の
場
合
は
、
長
い
距
離
を
歩
い
た
り
走
っ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
移
動
の
場
合
は
よ
く
車
い
す

に
乗
り
ま
す
。
そ
の
際
に
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
「
教
室

で
は
い
つ
も
歩
い
て
い
る
の
に
な
ん
で
車
い
す
に
乗
っ

て
い
る
の
?
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

車
い
す
か
ら
降
り
て
歩
く
と
周
り
の
人
に
び
っ
く
り

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

車
い
す
の
利
用
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
建
造
物
が
増

え
た
こ
と
に
よ
っ
て
と
て
も
便
利
に
な
っ
て
き
た
と

言
え
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
周
り
の
人
に
批
判
的
に
見

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
居
心
地
の
悪
さ

を
感
じ
た
り
、
周
り
の
人
に
上
手
く
言
葉
で
説
明
で
き

な
い
も
ど
か
し
さ
に
嫌
だ
な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
母
が
同
じ
病
児
を
持
つ
母
親
に
相
談

し
た
時
、
『
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
、
付
け
て
な
い
の
?
』
と

言
わ
れ
て
私
と
母
は
初
め
て
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
の
存

在
を
知
り
ま
し
た
。 

 

み
な
さ
ん
は
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
を
知
っ
て
い
ま
す

か
?
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
、
赤
い
背
景
に
白
い
十
字
と

ハ
ー
ト
マ
ー
ク
が
描
か
れ
て
い
る
ゴ
ム
製
の
ス
ト
ラ

ッ
プ
の
こ
と
で
す
。
主
に
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
よ
う
に
バ

ッ
ク
な
ど
に
取
り
付
け
て
使
用
し
ま
す
。
裏
面
に
は
支

援
し
て
ほ
し
い
内
容
や
連
絡
先
、
自
分
の
症
状
な
ど
を

記
入
し
た
シ
ー
ル
を
貼
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
内
部
疾
患
や
難
病
の
人
な
ど
、
援
助
や
配
慮

を
必
要
と
し
て
い
る
人
で
す
。
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
障

害
を
抱
え
て
い
て
周
り
の
人
に
助
け
て
も
ら
い
た
い

こ
と
が
あ
る
人
か
ら
す
れ
ば
、
と
て
も
便
利
な
マ
ー
ク

で
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
全
国
共
通
の
マ
ー
ク
に
な
っ
て
か
ら
ま

だ
八
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
未
だ
に
知

ら
な
い
人
も
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
は

妊
婦
さ
ん
が
つ
け
る
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」
と
間
違

わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
た
だ
、
逆
に
言
う

と
、
こ
れ
か
ら
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
が
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク

の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
広
ま
れ
ば
、
気
軽
に
助
け
て
く
れ

る
人
も
増
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を

機
会
に
、
も
っ
と
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
こ
と
を
調
べ
て
周

り
の
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
知
ら
な
い
人
に
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
付

け
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
席
を
ゆ
ず
っ
た
り
、
困
っ

て
お
ら
れ
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
た
り
し
て
あ
げ
て

ほ
し
い
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
、
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
ま
し
た
か
?
少
し
で
も
身
体
障
害
に
つ
い

て
も
知
っ
て
い
た
だ
け
た
な
ら
う
れ
し
い
で
す
。
今
ま

で
お
話
し
た
よ
う
に
、
あ
な
た
の
身
近
に
も
見
た
目
だ

け
で
は
分
か
ら
な
い
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
た

だ
き
、
少
し
で
も
理
解
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。 
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京
都
府
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
会
長
賞 

「
「
思
い
や
り
」
が
つ
く
る 

「
い
い
人
」
」 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

２
年 

出 

口 
 
 

杏 

「
い
い
人
」
と
は
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
?
私
は
普
段 

の
生
活
の
中
で
「
あ
の
人
は
い
い
人
だ
」
「
い
い

人
に
な
り
た
い
」
と
い
っ
た
言
葉
を
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
に
深
く
考
え
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
「
思
い
や
り
」
が
あ

る
人
が
「
い
い
人
」
だ
と
考
え
た
。
な
ぜ
な
ら
「
い

い
人
」
で
あ
る
こ
と
と
「
思
い
や
り
」
を
持
つ
こ

と
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
も
の
だ
と
思
う

か
ら
だ
。 

 

で
は
、
「
思
い
や
り
」
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
深
く
感
心
し
た
の
が
、
道
徳

の
授
業
で
の
話
だ
っ
た
。
そ
の
話
と
は
、
中
学
生

が
お
じ
い
さ
ん
に
席
を
譲
っ
た
が
、
お
じ
い
さ

ん
に
反
発
的
な
態
度
を
取
ら
れ
、
「
人
は
難
し

い
」
と
感
じ
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
中
学

生
の
思
う
「
思
い
や
り
」
は
、
お
じ
い
さ
ん
に
と

っ
て
必
要
の
な
い
も
の
で
、
思
い
が
す
れ
違
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。
こ
の
話
か
ら
「
思
い
や

り
」
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
感
じ
方
が
あ
り
、
そ
の

経
験
を
し
た
人
が
本
物
の
「
思
い
や
り
」
の
行
動

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
わ
か
っ
た
。「
思

い
や
り
」
と
は
、
単
に
人
に
優
し
く
す
る
こ
と
だ

け
で
は
な
い
。
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る

こ
と
、
相
手
の
感
情
に
寄
り
添
う
こ
と
、
そ
し
て

自
分
の
都
合
よ
り
も
他
人
の
気
持
ち
を
優
先
で

き
る
心
の
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
だ
と
考
え
た
。

そ
れ
を
行
動
に
移
し
続
け
て
い
け
る
こ
と
が
真

の
「
思
い
や
り
」
な
の
だ
と
私
は
深
く
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。 

 

そ
の
授
業
の
後
、
私
は
友
人
と
遊
び
に
出
か

け
た
。
そ
こ
に
は
フ
ー
ド
コ
ー
ト
が
あ
っ
て
、
人

が
多
く
て
何
回
か
見
渡
し
て
よ
う
や
く
座
れ
る

ぐ
ら
い
の
状
況
だ
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る

と
、
隣
で
小
さ
い
子
供
を
連
れ
た
家
族
が
小
さ

な
机
に
座
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
友
人
が
、
机
の
半

分
を
そ
の
家
族
の
と
こ
ろ
に
分
け
よ
う
と
提
案

し
た
。
そ
し
て
、
早
く
食
べ
て
席
を
あ
け
よ
う
と

言
っ
て
き
た
。
正
直
ゆ
っ
く
り
し
た
い
気
持
ち

が
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
友
人
に
感
動
し
て
、
私
は

す
ぐ
に
賛
同
し
た
。
私
は
、
こ
の
時
に
友
人
の
こ

と
を
心
の
底
か
ら
「
い
い
人
だ
な
」
と
思
っ
た
。

相
手
の
心
を
察
し
、
自
然
に
行
動
が
で
き
る
人

を
初
め
て
間
近
で
み
て
、
こ
の
友
人
に
心
か
ら

尊
敬
の
念
が
湧
い
た
。
そ
ん
な
姿
を
見
せ
て
く

れ
た
友
人
を
私
は
心
か
ら
信
頼
す
る
。
そ
し
て
、

私
も
友
人
の
よ
う
に
温
か
な
心
を
分
け
与
え
て

い
け
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。
温

か
な
心
は
、
努
力
に
よ
っ
て
自
分
で
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
「
い
い
人
」
で
あ
ろ
う
と
努

力
で
き
る
こ
と
自
体
が
、
す
で
に
「
思
い
や
り
」

の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
と
思
う
か
ら
だ
。

努
力
は
積
み
重
ね
で
実
る
も
の
。
そ
の
努
力
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
今
の
自
分
が
理

想
の
自
分
に
近
づ
い
て
い
く
。 

 

そ
ん
な
実
体
験
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
思
い

や
り
」
が
輝
い
て
「
い
い
人
」
に
な
っ
て
い
く
の

だ
と
わ
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
人
に
常

に
「
思
い
や
り
」
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
人
の
心
で
あ
る
以
上
、
と
き
に
は
自

分
の
気
持
ち
に
余
裕
が
な
か
っ
た
り
、
相
手
に

対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
に
な
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
に
は
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
、
ま
ず
自
分
の
心
を
大
切
に
し
て
あ
げ
る

こ
と
が
重
要
だ
。 

 

「
思
い
や
り
」
を
持
っ
た
人
々
が
増
え
れ
ば
、

社
会
は
も
っ
と
優
し
く
、
居
心
地
の
良
い
場
所

に
な
る
と
思
う
。
も
し
、
私
た
ち
一
人
一
人
が

「
思
い
や
り
」
を
大
切
に
し
て
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
な
ら
ば
、
困
っ
て
い
る
人
に
す
ぐ

手
を
差
し
伸
べ
気
持
ち
を
理
解
し
合
い
、
助
け

合

う

こ

と

が

で

き

る

社

会

が

実

現

す

る

だ

ろ

う
。
私
も
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
「
思
い
や

り
」
を
も
っ
と
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

そ
れ
は
Ａ
Ｉ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、

誰
と
で
も
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
気
軽
に
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
視

点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
社
会
の

変
化
に
よ
っ
て
決
し
て
失
わ
れ
て
は
い
け
な
い

も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。
し
か
し
、
我
々
は
残
念
な

が
ら
そ
の
心
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ

る
。
「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
良
い
」
と
い
う
よ
う

な
寂
し
い
社
会
に
し
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
第

一
歩
が
「
思
い
や
り
」
な
の
だ
。 

 

み
な
さ
ん
、
今
一
度
、
自
分
の
心
と
向
き
合
っ

て
み
て
ほ
し
い
。
利
己
的
な
考
え
だ
け
で
、
行
動

を
せ
ず
、
温
か
で
居
心
地
の
良
い
社
会
と
未
来

の
た
め
に
「
も
う
一
度
」
お
互
い
に
「
思
い
合
っ

て
」
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 
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京
都
府
公
立
中
学
校
長
会
会
長
賞 

「
僕
の
「
死
生
観
」
」 

亀
岡
市
立
亀
岡
中
学
校 

２
年 

西 

條 

遥 

葵 

皆
さ
ん
は
、
「
死
生
観
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
死
生
観
と
は
、
生
き
る

こ
と
や
死
ぬ
こ
と
に
対
し
て
の
価
値
観
の
こ
と
を
指

す
。
「
死
生
観
」
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き

っ
か
け
は
、
祖
父
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。 

 

僕
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
大
好
き
だ
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
中
学
校
を
卒
業
後
、
高
校
へ
進
学
せ
ず
に

左
官
業
を
始
め
た
。
そ
し
て
そ
の
仕
事
を
五
十
年
以
上

続
け
て
い
た
。
プ
ロ
な
の
だ
。
僕
は
そ
の
プ
ロ
か
ら
、

左
官
の
や
り
方
を
よ
く
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
。
小
・

中
ど
ち
ら
の
学
校
の
入
学
式
に
も
来
て
も
ら
っ
た
。
い

つ
も
僕
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
、
本
当
に
大
好
き
な
の
だ
。 

 

今
か
ら
一
年
前
の
あ
る
日
、
母
が
絶
望
的
な
声
で
、

僕
と
父
に
言
っ
た
。
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
が
ん
を
発

症
し
た
。
」
あ
れ
ほ
ど
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
父
の
表

情
を
見
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
た
だ
、
当
時
の
僕
は
、

が
ん
が
ど
の
よ
う
な
病
気
な
の
か
を
全
く
理
解
し
て

お
ら
ず
、
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
両
親
の
反
応
か

ら
た
だ
事
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
僕
に
も
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

そ
の
日
を
境
に
、
生
活
は
一
変
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
も
、
僕
た
ち
も
。 

 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
入
院
し
た
。
僕
も
お
見
舞
い
に
行

っ
た
が
、
母
は
一
週
間
に
四
・
五
回
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

元
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
大
好
き
な
祖
父
を
心
配
す

る
気
持
ち
と
、
母
が
常
に
祖
父
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て

い
る
こ
と
に
、
僕
の
心
は
ざ
わ
ざ
わ
し
た
。
そ
ん
な
生

活
が
続
い
た
あ
る
日
、
い
つ
も
通
り
病
院
へ
行
っ
て
い

た
母
か
ら
さ
ら
に
衝
撃
的
な
言
葉
を
聞
い
た
。
帰
宅
し

た
母
に
僕
が
「
お
か
え
り
」
と
言
う
と
、
母
は
硬
い
表

情
を
し
て
、
絞
り
出
す
よ
う
な
声
で
言
っ
た
。
「
じ
い

じ
が
余
命
宣
告
さ
れ
た
。
」
と
。
僕
は
固
ま
っ
た
ま
ま
、

し
ば
ら
く
動
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
母
の
シ
ョ
ッ

ク
や
絶
望
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
だ
っ
た
は
ず
だ
。
そ

れ
で
も
、
僕
に
一
生
懸
命
向
き
合
っ
て
伝
え
て
く
れ

た
。
僕
は
正
直
、
人
が
い
つ
死
ぬ
か
な
ん
て
神
様
で
も

な
い
の
に
わ
か
る
わ
け
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
今
の
医
療
技
術
は
す
ご
か
っ
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に

祖
父
の
体
調
が
急
変
し
た
。
僕
は
母
と
共
に
急
い
で
病

院
へ
と
向
か
っ
た
。 

緊
急
性
が
高
い
患
者
さ
ん
を
対
応
す
る
部
屋
に
寝

か
さ
れ
た
祖
父
。
緊
迫
し
た
空
気
の
中
で
母
が
病
院
の

先
生
と
話
す
姿
。
そ
し
て
、
決
し
て
祖
父
の
前
で
は
不

安
そ
う
な
顔
を
見
せ
ま
い
と
思
い
、
笑
顔
で
振
る
舞
う

母
。
母
は
、
こ
の
時
間
を
永
遠
の
よ
う
に
感
じ
た
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。 

容
態
の
落
ち
着
い
た
祖
父
を
残
し
、
帰
宅
す
る
と

き
、
母
は
お
医
者
さ
ん
か
ら
「
家
か
ら
何
分
で
来
れ
ま

す
か
。
い
つ
で
も
電
話
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
」
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ

た
。
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
た
僕
は
、
目
の
前
が

真
っ
白
に
な
っ
た
。
今
で
も
祖
父
は
、
家
で
必
死
に
が

ん
と
闘
い
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

日
感
じ
た
恐
怖
心
や
、
周
り
に
心
配
を
か
け
ま
い
と
必

死
で
振
る
舞
っ
た
と
き
の
気
持
ち
を
、
僕
は
一
生
忘
れ

な
い
。 

 

こ
の
祖
父
の
一
連
の
出
来
事
を
通
し
て
、
僕
は
生
と

死
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
た
。
「
生
き
る
」
と
い
う
幸

せ
は
、
い
つ
ま
で
も
続
か
な
い
。
そ
し
て
最
期
の
時
は

い
つ
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
毎
日

生
き
て
い
る
」
と
い
う
ど
ん
な
こ
と
に
も
勝
る
幸
せ

を
、
日
々
噛
み
締
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
心
の
底

か
ら
思
っ
た
。
「
人
は
失
っ
て
初
め
て
本
当
に
大
切
な

も
の
に
気
づ
く
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
ん

な
気
づ
き
方
は
絶
対
に
良
く
な
い
し
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
強
く
思
っ
た
。
何
気
な
い
日
々
は
退
屈
で
、
楽

し
く
な
い
と
思
う
こ
と
も
よ
く
あ
る
。
人
を
心
の
底
か

ら
恨
み
、
嫌
い
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
生

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
以
上
に
幸
せ
な
こ
と
は
な
い

か
ら
だ
。 

 

こ
れ
か
ら
僕
は
、
人
の
「
命
」
の
大
切
さ
や
尊
さ
、

幸
せ
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩

ん
で
い
く
。 
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京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長
賞 

「
何
も
変
わ
ら
な
い
」 

亀
岡
市
立
亀
岡
中
学
校 

２
年 

山 

本 

凜 

咲 

皆
さ
ん
は
障
が
い
と
い
う
言
葉
だ
け
で
相
手
を
決

め
つ
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
に
は
、
今
ま
で

普
通
に
接
し
て
い
た
つ
も
り
が
相
手
を
特
別
扱
い
し

て
い
た
、
と
い
う
経
験
が
あ
り
ま
す
。 

 

私
に
は
三
つ
下
の
弟
が
い
ま
す
。
恐
竜
と
歌
う
こ
と

が
好
き
な
元
気
な
男
の
子
で
す
。
そ
ん
な
私
の
弟
に

は
、
生
ま
れ
つ
き
ダ
ウ
ン
症
と
い
う
障
が
い
が
あ
り
ま

す
。
私
は
幼
い
頃
、
弟
に
対
し
て
「
不
自
由
な
生
活
を

強
い
ら
れ
て
か
わ
い
そ
う
だ
な
」
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
酸
素
を
つ
け
て
い
た
の
で
行
動
制
限
が
あ
っ
た
こ

と
、
伝
え
た
い
こ
と
が
上
手
く
伝
わ
ら
な
い
こ
と
。
弟

の
様
子
を
見
て
、
も
ど
か
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と

が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
弟
が
成
長
し
、
小
学
校
に
入

学
す
る
頃
に
は
、
地
域
の
小
学
校
と
支
援
学
校
、
ど
ち

ら
に
通
う
か
の
選
択
を
、
両
親
と
弟
は
迫
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。
母
は
毎
日
の
よ
う
に
学
校
の
先
生
と
話
し
合

い
、
「
弟
を
地
域
の
学
校
に
行
か
せ
た
い
」
と
い
う
思

い
を
固
め
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
決
し
て
簡
単
な
選

択
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

今
弟
は
、
地
域
の
小
学
校
で
周
り
の
子
と
一
緒
に
仲

良
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
で
は
わ
が
ま
ま
な

一
面
の
あ
る
弟
は
、
よ
く
私
に
物
を
取
り
に
行
か
せ
ま

す
。
「
弟
と
私
は
違
う
。
弟
は
大
変
な
ん
だ
か
ら
助
け

て
あ
げ
な
け
れ
ば
。
」
と
考
え
て
い
た
私
は
、
弟
の
言

う
こ
と
を
積
極
的
に
聞
い
て
や
り
、
物
を
取
り
に
行
っ

た
り
、
危
な
い
こ
と
が
あ
る
と
す
ぐ
に
弟
と
代
わ
っ
て

あ
げ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

 

あ
る
日
突
然
、
母
は
私
に
言
い
ま
し
た
。
「
案
外
凜

咲
も
、
弟
を
障
が
い
が
あ
る
か
ら
と
特
別
扱
い
し
て
い

る
ね
。
」
と
。
初
め
は
意
味
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
私
は
普
通
に
接
し
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
、
何

が
い
け
な
い
の
。
」
と
感
じ
ま
し
た
。
も
ん
も
ん
と
し

な
が
ら
も
、
ふ
と
姉
と
母
の
接
し
方
を
見
て
み
る
と
、

二
人
は
私
と
違
い
、
自
分
で
行
動
さ
せ
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
「
全
て
助
け

た
ら
弟
の
成
長
の
た
め
に
な
ら
な
い
。
」
と
。
私
な
ら

す
ぐ
に
手
を
貸
し
て
い
た
場
面
で
も
、
二
人
は
弟
の
行

動
を
じ
っ
と
待
っ
て
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し

た
。
そ
ん
な
二
人
を
見
て
、
自
分
が
無
意
識
に
弟
を
特

別
扱
い
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
私
は
無
意
識
に
障
が
い
が
あ
る
弟
へ

の
接
し
方
を
勝
手
に
決
め
つ
け
、
行
動
し
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
。
皆
さ

ん
は
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
か
ら
生
活
が
大
変
で
あ

る
、
全
て
を
助
け
る
必
要
が
あ
る
、
と
決
め
つ
け
て
い

ま
せ
ん
か
。
必
要
な
の
は
相
手
の
こ
と
を
知
り
、
一
緒

に
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
で
す
。 

 

私
に
は
弟
以
外
の
ダ
ウ
ン
症
の
子
ど
も
達
と
接
す

る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
笑
顔
が
素
敵
な
子
、
足
が
速
い

子
、
美
味
し
そ
う
に
食
べ
る
子
、
字
が
綺
麗
な
子
、
お

世
話
が
上
手
な
子
、
人
一
倍
優
し
い
子
。
み
ん
な
一
人

一
人
個
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
周
り

に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
安
心
で
き
る
場

が
あ
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
自
分
で
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
何
か
が
で
き
た
と
き
、
子
ど
も
達

は
本
当
に
嬉
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
、

そ
の
子
を
よ
く
見
な
い
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い

現
在
の
力
や
成
長
は
、
始
め
か
ら
で
き
な
い
と
決
め
つ

け
て
し
ま
っ
て
い
て
は
絶
対
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。 

 

ま
だ
ま
だ
障
が
い
へ
の
偏
見
は
あ
り
ま
す
。
偏
見
だ

け
で
な
く
、
私
の
よ
う
に
「
決
め
つ
け
」
で
成
長
を
妨

げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
大
切
な
弟
。
相

手
の
こ
と
を
思
っ
て
い
て
も
、
判
断
が
難
し
い
な
と
思

う
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
、
周
り
に
少

し
で
も
理
解
し
、
協
力
で
き
る
人
が
い
る
こ
と
で
、
本

当
の
支
援
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
難
し
く

て
で
き
な
い
こ
と
は
手
助
け
が
必
要
で
す
。
で
す
が
、

全
て
で
は
な
い
。
他
の
人
よ
り
も
少
し
手
助
け
が
必
要

な
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
た
い
の
で

す
。
私
は
こ
れ
か
ら
胸
に
刻
み
ま
す
。
み
ん
な
が
認
め

合
い
、
助
け
合
え
る
社
会
に
障
が
い
も
何
も
関
係
な
い

こ
と
を
。 
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京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
会
長
賞 

「
思
い
や
り
の
言
葉
」 

京
都
光
華
中
学
校 

３
年 

仲 

野 

凜 

香 

私
は
、
昔
か
ら
少
し
口
が
悪
か
っ
た
で
す
。
い
や
「
少

し
」
な
ん
て
か
わ
い
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
正
直
言
っ
て
か
な
り
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
友
達
と
の
会
話
で
は
す
ぐ
に
皮
肉
や
愚
痴

が
飛
び
出
し
、
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
さ
ら
に

強
い
言
葉
で
反
論
、
相
手
を
の
の
し
り
ま
し
た
。
特
に

負
け
ず
嫌
い
な
性
格
が
災
い
し
て
、
議
論
に
な
る
と
感

情
的
に
な
り
、
相
手
を
言
い
負
か
す
た
め
な
ら
ど
ん
な

言
葉
で
も
使
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
私

は
、
言
葉
は
た
だ
の
便
利
な
道
具
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
言
葉
の
持
つ
力
や
そ
れ
が
他
人
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
む
し
ろ
強
い
言
葉
を
使
う
こ
と
で
、
自
分
が

相
手
よ
り
優
位
に
立
て
る
、
周
り
か
ら
一
目
置
か
れ
る

と
勘
違
い
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

ん
な
私
の
周
り
か
ら
、
少
し
ず
つ
人
が
離
れ
て
い
く
こ

と
に
幼
か
っ
た
私
は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

決
定
的
な
出
来
事
が
起
き
た
の
は
、
中
学
二
年
生
の

時
で
し
た
。
ク
ラ
ス
で
意
見
が
対
立
し
、
私
は
ま
た
し

て
も
感
情
に
任
せ
て
友
達
を
ひ
ど
く
罵
倒
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
友
達
は
い
つ
も
温
厚
で
、
私
の
言
葉

に
も
め
っ
た
に
反
論
し
な
い
タ
イ
プ
で
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
日
ば
か
り
は
違
い
、
彼
女
は
わ
た
し
の
言
葉

に
深
く
傷
つ
き
、
そ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
悲
し
い

顔
で
私
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。
「
あ
ん
た
の
そ
う
い
う

と
こ
が
一
番
嫌
い
や
わ
。
」 

 

そ
の
言
葉
は
私
の
心
に
強
く
突
き
刺
さ
り
ま
し
た
。

彼
女
の
顔
に
浮
か
ん
だ
悲
し
み
と
そ
の
声
に
ふ
く
ま

れ
た
絶
望
。
私
は
そ
の
日
初
め
て
自
分
の
言
葉
が
ど
れ

ほ
ど
人
を
傷
つ
け
る
も
の
な
の
か
を
痛
感
し
ま
し
た
。

自
分
の
放
っ
た
言
葉
が
友
達
と
の
関
係
を
壊
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
「
口
は
災
い
の
も
と
」
と
は
、
こ
の
こ

と
を
い
う
の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
私
は
真
剣
に
自
分
の

口
の
悪
さ
と
向
き
あ
う
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
感
情

が
こ
み
上
げ
て
き
て
も
す
ぐ
に
口
に
出
さ
ず
、
一
度
頭

の
中
で
言
葉
を
選
び
な
お
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
相
手
の
気
持
ち
を
想
像
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し

た
。
も
し
自
分
が
言
わ
れ
た
ら
ど
う
感
じ
る
か
、
相
手

は
ど
ん
な
気
持
ち
で
い
る
の
か
等
、
考
え
て
発
言
し
ま

し
た
。
ま
た
、
私
は
積
極
的
に
い
い
言
葉
に
触
れ
る
よ

う
、
小
説
を
読
ん
で
語
彙
力
も
鍛
え
ま
し
た
。
美
し
い

言
葉
、
温
か
い
言
葉
に
触
れ
る
と
自
然
と
心
が
浄
化
さ

れ
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
ま
し
た
。
ま
た
、
日
常
で
も

意
識
し
て
感
謝
の
言
葉
を
多
く
発
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
不
思
議
と
私
の
心
も
少
し
ず
つ
穏
や

か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
学
校
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
の
根
本
は
、
「
言
葉

遣
い
」
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
初
こ
そ
丁
寧

に
言
葉
を
選
ん
で
仲
良
く
し
て
い
た
も
の
の
、
仲
が
深

ま
り
油
断
し
て
、
つ
い
強
い
言
葉
を
発
し
て
し
ま
う
。

そ
の
一
言
で
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
て
、
ひ
ど
い
場

合
は
、
い
じ
め
に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
傷
つ
け
ら
れ
た
ほ
う
は
一
生
治
ら
な
い
心
の
傷
を

負
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
言
葉
選
び
に
は
十

分
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
相
手
の
こ
と
を

思
い
や
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
い
い
人
生
を
歩
め
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
、
私
は
以
前
の
よ
う
に
ひ
ど
い
言
葉
は
使
っ
て
い

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
完
璧
で
は
な
い
け
れ
ど
、
少
な
く

と
も
言
葉
が
原
因
で
誰
か
を
深
く
傷
つ
け
る
よ
う
な

こ
と
は
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な
に
よ
り
う
れ
し

い
の
は
、
私
自
身
の
心
が
以
前
よ
り
穏
や
か
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
言
葉
は
凶
器
に
な
る
け
れ
ど
、
同
時
に
心

を
つ
な
ぎ
、
人
を
励
ま
し
、
勇
気
を
与
え
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
言
葉
を
い
い
方
向
に
使
っ
て
周

り
の
人
た
ち
を
笑
顔
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

も
し
、
過
去
の
私
の
よ
う
に
言
葉
で
悩
ん
で
い
る
人
が

い
れ
ば
、
私
の
経
験
を
伝
え
た
い
で
す
。
言
葉
は
私
た

ち
の
未
来
を
紡
ぐ
大
切
な
糸
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の

糸
を
大
切
に
紡
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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京
都
新
聞
賞 

「
言
葉
を
紡
い
だ
先
に
見
え
る
も
の
」 

京
都
市
立
加
茂
川
中
学
校 

３
年 

杉 
 

い
お
り 

「
私
は
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
」
そ
う
い
う

と
い
つ
も
色
々
な
人
に
び
っ
く
り
さ
れ
る
。
最
初
は
周

り
の
み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
こ
と
が
う
ら
や
ま
し
く
、

色
々
な
連
絡
を
取
る
際
に
も
困
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
た
が
、
実
際
は
今
の
生
活
の
中
で
不
便
に
感
じ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
「
中
学
卒
業
ま
で
は
ス
マ
ホ

を
持
た
ず
に
家
族
で
の
会
話
を
大
切
に
し
よ
う
!
」

と
い
う
の
が
我
が
家
の
ル
ー
ル
な
の
だ
。
こ
の
よ
う
な

私
の
家
族
は
、
今
時
珍
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
意
外
と
こ
の
生
活
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
確
か
に
と
て
も
便
利
で
は
あ

る
が
、
一
方
で
手
元
に
常
に
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
無
意

識
に
触
る
時
間
も
増
え
る
。
負
の
コ
メ
ン
ト
で
人
を
傷

つ
け
た
り
、
未
成
年
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る

こ
と
も
多
い
。
そ
の
便
利
さ
は
時
に
私
た
ち
の
大
切
な

日
常
の
会
話
や
自
ら
考
え
る
力
を
奪
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

少
し
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
家
族
で
夕
食
に
出
か
け

た
際
に
、
あ
る
家
族
の
食
事
の
光
景
を
見
て
私
は
驚
き

を
隠
せ
な
か
っ
た
。
我
が
家
と
同
じ
楽
し
い
外
食
の
は

ず
な
の
に
、
そ
の
家
族
は
一
切
会
話
が
な
か
っ
た
の

だ
。
兄
妹
二
人
は
延
々
と
無
言
で
ス
マ
ホ
を
操
作
し
て

い
る
。
彼
ら
の
両
親
は
注
意
す
る
こ
と
も
な
く
黙
々
と

食
事
を
し
て
い
た
。
そ
れ
を
見
て
「
彼
ら
は
何
故
こ
こ

に
食
事
を
し
に
来
た
の
だ
ろ
う
?
」
と
素
朴
な
疑
問

が
わ
い
た
。
も
ち
ろ
ん
色
々
な
家
族
が
あ
っ
て
、
様
々

な
理
由
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
そ
の
光
景
は
私
に
は
と

て
も
さ
み
し
い
も
の
に
思
え
た
。 

さ
て
、
私
の
日
常
を
少
し
紹
介
し
た
い
。
「
中
高
生

っ
て
む
ず
か
し
い
お
年
頃
よ
ね
?
」
と
い
う
世
間
の

常
識
と
は
ま
た
少
々
外
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
私
た
ち
姉
妹
は
そ
の
日
の
出
来
事
を
何
で
も
話
す

の
が
い
つ
も
の
日
課
だ
。
私
は
学
校
で
楽
し
い
こ
と
や

辛
い
こ
と
、
ど
ち
ら
も
沢
山
抱
え
て
帰
宅
す
る
。
「
誰

か
に
聞
い
て
ほ
し
い
!
」
と
心
が
辛
く
な
る
時
も
あ

る
。
そ
ん
な
時
に
頼
り
に
な
る
ス
ー
パ
ー
ウ
ー
マ
ン
が

私
の
母
で
あ
る
。
自
宅
の
ド
ア
を
開
け
た
瞬
間
か
ら
、

私
の
マ
シ
ン
ガ
ン
ト
ー
ク
を
延
々
と
聞
い
て
く
れ
る

の
だ
。
時
に
長
く
な
る
私
の
話
を
母
は
必
要
な
所
を
押

さ
え
て
受
け
止
め
、
私
が
自
分
の
答
え
を
自
分
の
力
で

引
き
出
せ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
る
。
た
ま
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
く
れ
る
が
、
簡
単
に
答
え
は
教
え
て
く
れ
な
い
。

自
分
に
余
裕
が
な
く
て
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
私
に
と
っ
て
は
一
度
冷
静
に
立
ち
止
ま
っ
て
ど
う

す
る
べ
き
か
を
考
え
る
時
間
に
な
る
。
ま
れ
に
姉
と
同

じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
話
し
始
め
「
我
こ
そ
が
先
に
!
」
と

戦
う
こ
と
も
あ
る
が
、
母
は
笑
っ
て
「
私
は
聖
徳
太
子

か
!
」
と
言
う
の
で
、
そ
こ
で
顔
を
見
合
わ
せ
て
思
わ

ず
笑
っ
て
し
ま
い
試
合
終
了
。
そ
の
ま
ま
二
人
で
歌
を

歌
い
な
が
ら
「
今
日
も
す
っ
き
り
!
」
と
な
る
パ
タ
ー

ン
。
父
と
は
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

誰
よ
り
も
大
き
な
声
で
笑
う
父
が
少
し
面
白
い
。 

も
う
一
つ
紹
介
し
た
い
我
が
家
の
面
白
い
特
徴
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
旅
行
の
行
き
先
の
候
補
を

挙
げ
、
意
見
が
分
か
れ
た
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
行
き
た
い
場

所
を
調
べ
て
各
自
が
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
。
最
終
的
に
一

位
に
な
っ
た
人
の
意
見
が
そ
の
年
の
行
き
先
と
な
る
。

お
互
い
に
「
調
べ
方
が
甘
い
。
」
と
指
摘
し
た
り
、「
こ

こ
は
い
い
ね
!
」
と
ほ
め
た
り
し
て
自
然
と
会
話
が

弾
み
、
価
値
観
の
違
い
や
言
葉
の
定
義
の
違
い
を
理
解

す
る
こ
と
で
、
自
分
以
外
の
意
見
を
受
け
入
れ
て
そ
こ

か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
い
。
私
に
と
っ
て
の
家
族
と
の
時

間
は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
の
実
践
講

座
」
な
の
で
あ
る
。 

私
は
こ
れ
か
ら
の
未
来
、
人
が
自
分
の
心
の
内
を
言

葉
で
語
る
の
は
、
今
よ
り
難
し
く
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
不
安
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
毎
日
の
生
活
の
中
で

言
葉
の
温
か
さ
や
美
し
さ
、
思
い
を
伝
え
る
こ
と
の
大

切
さ
や
難
し
さ
に
気
づ
く
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
あ

る
と
思
う
。
そ
し
て
自
分
の
言
葉
を
丁
寧
に
紡
い
で
い

く
こ
と
が
、
相
手
を
理
解
し
、
自
分
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
の
「
最
強
ツ
ー
ル
」
で
あ
り
、
よ
り
よ
い
人
間

関
係
を
築
く
た
め
の
一
歩
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。
目
の
前
の
誰
か
と
の
時
間
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
思
い
を
変
わ
ら
ず
言
葉

に
し
て
い
く
。 
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Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
賞 

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
壁
を
越
え
て
」 

向
日
市
立
西
ノ
岡
中
学
校 

３
年 

鎗 

野 

聡 

史 

美
し
い
フ
ォ
ル
ム
、
轟
々
と
音
を
立
て
て
い
る
機
械
音
。

私
は
、
飛
行
機
が
大
好
き
で
す
。
特
に
、
離
陸
の
時
は
、

ま
る
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
で
と
て

も
興
奮
し
ま
す
。
飛
行
機
と
い
え
ば
、
他
の
乗
り
物
よ
り

も
速
く
遠
く
の
国
ま
で
飛
べ
る
所
が
最
大
の
魅
力
だ
と

考
え
ま
す
。 

「
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
（
Ｃ
Ａ
）
に
な
り
た
い
」
と 

思
っ
た
の
は
、
小
学
校
三
年
の
時
の
こ
と
、
機
体
が
大
き

く
揺
れ
動
い
て
も
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
格

好
良
く
振
る
舞
い
、
赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
い
子
供
に
、
あ
た

た
か
く
接
す
る
。
そ
ん
な
職
業
に
、
私
は
初
め
て
憧
れ
を

持
ち
ま
し
た
。 

 

私
に
と
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
な
事
実
を
知
っ
た
の
は
、
Ｃ
Ａ

を
志
し
て
か
ら
約
二
年
後
の
小
学
校
五
年
生
の
時
で
し

た
。
自
分
の
な
り
た
い
職
業
を
調
べ
る
、
職
業
調
べ
を
し

て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
グ
ル
ー
ブ
ワ
ー
ク
だ
っ
た
の
で

仲
が
良
い
友
達
と
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
す
る
と
友
達

に
「
そ
う
し
、
Ｃ
Ａ
に
な
り
た
い
ん
。
そ
れ
っ
て
女
の
人

が
や
る
や
つ
じ
ゃ
な
い
の
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
れ
だ
け
だ
っ
た
ら
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
た
ち
ま
ち

私
の
夢
は
う
わ
さ
と
し
て
広
ま
り
、
し
ま
い
に
は
、
み
ん

な
に
嘲
笑
わ
れ
、
私
の
心
に
は
、
ぽ
っ
か
り
と
黒
い
穴
が

空
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
時
の
私
は
、
「
い
や
い
や
冗
談
や
ん
。
」
「
そ
ん

な
女
子
み
た
い
な
こ
と
そ
う
し
が
す
る
わ
け
が
な
い
や

ん
。
」
な
ど
と
、
気
づ
け
ば
思
っ
て
も
い
な
い
よ
う
な
こ

と
が
口
か
ら
ど
ん
ど
ん
と
、
流
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

本
当
は
、
Ｃ
Ａ
に
な
り
た
か
っ
た
し
、
私
も
、
Ｃ
Ａ
に

憧
れ
を
持
つ
こ
と
ぐ
ら
い
す
る
と
言
い
た
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
、
言
う
と
嫌
わ
れ
た
り
、
気
持
ち
悪
が
ら
れ
た
り

す
る
と
思
う
と
、
ど
う
し
て
も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
ん
な
私
の
心
の
中
で
、
う
ず
ま
く
気
持
ち
が
、
私
の

心
を
混
乱
さ
せ
、
私
を
、
ひ
ど
く
、
ひ
ど
く
悲
し
ま
せ
ま
し

た
。 
 

「
や
っ
ぱ
そ
う
し
は
、
み
ん
な
と
ち
ゃ
う
ん
か
な
。
」

そ
う
思
い
始
め
た
頃
に
は
、
も
う
、
心
の
支
え
に
な
っ
て

く
れ
て
い
た
、
幼
馴
染
は
引
っ
越
し
て
し
ま
い
、
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
相
談
で
き
る
友
達
も
お
ら
ず
、
心
細
く
こ
れ

か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。 

 

あ
る
日
、
家
族
で
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
た
時
に
、
ひ
と

り
で
こ
の
問
題
を
抱
え
込
む
こ
と
に
限
界
が
来
た
私
は
、

家
族
の
前
で
打
ち
あ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
。
そ
う
し
さ
、
Ｃ
Ａ
に
な
り

た
い
ね
ん
。
男
子
の
そ
う
し
が
や
ん
の
は
、
お
か
し
い
か

も
し
れ
ん
け
ど
。
」
私
の
心
臓
は
ど
く
ど
く
と
鳴
っ
て
い

て
、
顔
を
上
げ
る
の
が
と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
。
ど
ん
な

反
応
を
さ
れ
よ
う
と
受
け
入
れ
る
つ
も
り
で
い
た
の
で

す
が
、
母
が
私
に
、 

「
え
え
夢
や
ん
。
な
れ
る
よ
、
そ
う
し
は
。
そ
れ
を
笑
う

や
つ
が
お
ん
ね
ん
や
っ
た
ら
、
そ
ん
な
ん
鼻
で
笑
い
返
し

た
れ
。
」
思
っ
て
い
た
答
え
と
違
う
こ
た
え
に
、
一
瞬
、

戸
惑
い
ま
し
た
が
、
す
ご
く
背
中
を
押
さ
れ
た
よ
う
な
気

持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。
す
る
と
続
け
て
、
父
が
、 

「
男
の
人
が
Ｃ
Ａ
や
っ
と
っ
て
も
何
も
問
題
も
な
い
っ

ち
ゅ―

ね
ん
。
や
り
た
か
っ
た
ら
、
や
っ
た
ら
え
え
し
、

そ
れ
を
笑
う
ほ
う
が
お
か
し
い
。
お
父
さ
ん
は
応
援
す
る

で
。
全
力
で
。
」
そ
の
時
、
自
分
は
間
違
っ
て
な
か
っ
た

ん
や
。
や
っ
ぱ
男
子
が
Ｃ
Ａ
目
指
す
の
も
普
通
な
ん
や
。

と
思
い
、
心
の
中
で
う
ず
ま
い
て
い
た
気
持
ち
も
、
一
気

に
晴
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
、
男
性
Ｃ
Ａ
の
割
合
は
、
「
Ａ
Ｎ
Ａ
」
の
場
合
だ

と
、
七
八
〇
〇
人
Ｃ
Ａ
が
い
る
中
の
た
っ
た
数
十
人
し
か

お
ら
ず
、
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
」
も
、
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
五
三

年
に
か
け
て
、
採
用
さ
れ
た
人
数
は
十
人
程
度
し
か
い
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
他
国
で
も
同
じ
な
の
か
調
べ
て
み
る

と
、
日
本
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
ほ
う
が
稀
で
、
フ
ラ
ン
ス

に
至
っ
て
は
、
三
人
に
一
人
が
男
性
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
の
現
状
を
受
け
日
本
は
、
男
性
Ｃ
Ａ
の

存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
、
採
用
の
数
を
少
し
で
も
増
や

す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
「
電
通
総
研
」
に
よ
る
と
、
日
本
は
男
女
平

等
意
識
率
は
低
く
、
一
四
六
ヵ
国
中
、
一
二
五
位
と
、
世

界
か
ら
み
て
も
、
日
本
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
す
る
正
し

い
理
解
を
持
て
て
い
る
人
は
数
少
な
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。 

 

私
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
、
私
み
た
い
に
、
し
ん
ど
い

思
い
を
す
る
人
が
増
え
て
ほ
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
男
女
関
係
な
く
、
自
由
な
職
業
に
就
け
る
明
る
い
社

会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
私
は
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
言
っ
て

く
れ
た
こ
と
を
信
じ
て
、
真
っ
す
ぐ
に
夢
に
向
か
っ
て
頑

張
り
ま
す
。
そ
の
先
に
、
き
っ
と
私
の
こ
と
を
受
け
入
れ

て
く
れ
る
人
が
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
が

男
性
Ｃ
Ａ
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と

ら
わ
れ
な
い
社
会
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

私
達
は
変
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
私
が
望
ん
だ

未
来
は
来
る
。
そ
う
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、

社
会
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
壁
を
越
え
た
そ
の
先
の
未
来
」

に
一
歩
前
進
で
き
る
と
考
え
ま
す
。 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
賞 

「
小
さ
な
気
づ
き
を
行
動
へ
」 

京
都
府
立
洛
北
高
等
学
校 

附
属
中
学
校 

１
年 

稲 

岡 
 
 

凛 

 

六
月
の
、
雨
の
降
る
朝
。
今
日
も
バ
ス
は
通
勤
、
通

学
の
人
々
で
溢
れ
、
小
学
生
の
元
気
な
話
し
声
が
あ
ち

こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
た
だ
、
雨
の
日
は
気
に

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
毎
朝
、
私
の
乗
る
二
つ
先

の
バ
ス
停
で
視
覚
に
障
害
の
あ
る
お
じ
い
さ
ん
が
乗

っ
て
こ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
方
は
雨
の
日
、
い
つ
も
よ
り

混
ん
で
い
る
バ
ス
の
端
で
、
窮
屈
そ
う
に
身
を
縮
め
て

お
ら
れ
ま
す
。
私
は
雨
の
日
、
そ
の
方
が
不
安
そ
う
な

顔
で
ず
っ
と
立
っ
て
お
ら
れ
る
の
が
心
配
で
、
気
が
か

り
な
の
で
す
。
晴
れ
の
日
は
一
つ
や
二
つ
く
ら
い
席
が

空
い
て
い
る
の
で
す
が
、
今
日
は
一
つ
も
空
い
て
い
ま

せ
ん
、
話
に
夢
中
の
小
学
生
と
ス
マ
ホ
を
じ
っ
と
見
つ

め
な
が
ら
優
先
座
席
に
座
っ
て
い
る
大
人
を
前
に
、
私

は
下
を
向
い
て
立
っ
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
と
き
で
す
。
乗
車
口
の
近
く
の
席
に
座

っ
て
い
た
、
若
い
外
国
人
の
方
が 

「
よ
け
れ
ば
、
ど
う
ぞ
」 

と
、
席
を
お
じ
い
さ
ん
に
譲
ら
れ
た
の
で
す
。
た
ど
た

ど
し
い
日
本
語
で
し
た
が
、
そ
の
言
葉
か
ら
は
ぬ
く
も

り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
の
顔
も
安
心
し

た
よ
う
な
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ほ
ん
の
少
し
の
時
間
で
交
わ
さ
れ
た
出
来
事
で
す

が
、
私
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ
気
が
し
ま

す
。
そ
れ
は
、
行
動
力
。
も
し
、
自
分
が
あ
の
外
国
人

の
方
の
立
場
だ
っ
た
ら
・
・
・
と
考
え
る
と
、
幼
い
と

き
の
素
直
に
席
を
譲
れ
て
い
た
自
分
と
、
断
ら
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
、
と
い
う
気
持
ち
に
邪
魔
を
さ
れ
、
ぱ
っ

と
席
を
譲
れ
な
く
な
っ
た
今
の
自
分
が
思
い
う
か
び

ま
し
た
。
私
は
、
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に

言
え
な
か
っ
た
り
、
行
動
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
今

の
自
分
を
情
け
な
く
感
じ
ま
し
た
。
言
葉
も
通
じ
る
か

分
か
ら
な
い
、
異
国
の
地
で
、
私
も
同
じ
行
動
が
で
き

た
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
優
先
座
席
を
譲
ら
な
か
っ
た

小
学
生
や
大
人
に
対
す
る
腹
立
た
し
さ
も
、
心
の
ど
こ

か
に
あ
り
ま
し
た
。 

 
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
「
世
界
人
助
け
指
数
」
と
い

う
も
の
を
ご
存
知
で
す
か
。
「
世
界
人
助
け
指
数
」
と

は
「
こ
の
一
カ
月
の
間
に
見
知
ら
ぬ
人
、
あ
る
い
は
助

け
を
必
要
と
し
て
い
る
見
知
ら
ぬ
人
を
助
け
た
か
」
、

「
こ
の
一
カ
月
の
間
に
寄
附
を
し
た
か
」
。
「
こ
の
一

カ
月
の
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
か
」
と
い
う
三
項

目
に
つ
い
て
、
世
界
百
四
十
二
ヶ
国
の
十
四
万
五
千
七

百
二
人
に
対
し
て
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に

算
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
こ
と
で
す
。 

 

二
〇
二
四
年
の
日
本
の
人
助
け
指
数
は
二
〇
。
な
ん

と
ワ
ー
ス
ト
二
位
で
、
ア
ジ
ア
圏
で
は
、
最
下
位
と
い

う
結
果
で
し
た
。
私
は
こ
の
結
果
を
見
た
と
き
に
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
人
は
親
切
で
、

気
づ
か
い
の
で
き
る
人
ば
か
り
で
、
当
然
こ
の
ラ
ン
キ

ン
グ
で
も
上
位
に
入
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
か
ら

で
す
。
さ
ら
に
よ
く
見
て
み
る
と
、
「
こ
の
一
カ
月
の

間
に
、
見
知
ら
ぬ
人
、
あ
る
い
は
助
け
を
必
要
と
し
て

い
る
見
知
ら
ぬ
人
を
助
け
た
か
」
と
い
う
項
目
が
二
十

四
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
他
国
と
比
べ
て
極
め
て
低
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

で
は
、
本
当
に
日
本
人
は
人
助
け
が
で
き
な
い
人
ば

か
り
な
の
で
し
ょ
ぅ
か
。
私
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。

去
年
、
京
都
駅
で
外
国
人
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

と
き
の
こ
と
で
す
。
「
日
本
人
の
良
い
と
こ
ろ
は
ど
こ

で
す
か
。
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
多
く
の
人
が
「
思

い
や
り
の
心
が
あ
る
、
親
切
」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
「
日
本
人
の
悪
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す

か
。
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
「
特
に
な
い
」
と

答
え
た
方
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
「
日
本
人
は
控
え
め

す
ぎ
る
。
」
と
言
わ
れ
た
の
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
「
で
き
な
い
」
の
で
は
な
く
、
「
し

て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
か
す

る
と
、
あ
の
と
き
バ
ス
に
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
人
も
、

気
づ
い
て
い
た
の
に
行
動
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
「
控
え
め
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
「
思
慮
深

い
」
、
「
慎
重
」
な
ど
の
良
さ
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
私
を
ふ
く
め
気
づ
き
を
行
動
に
で
き
て
い

な
い
人
が
多
く
い
る
は
ず
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
寄
附
を

す
る
の
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
の
も
素
敵
な

人
助
け
で
す
。
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
身
近
に
で
き
る
人

助
け
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
助
け
よ
う
か
な
、
大
丈
夫
か

な
、
そ
う
思
い
な
が
ら
行
動
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

 

ど
ん
な
小
さ
な
行
動
で
も
良
い
。
そ
の
行
動
で
助
か

る
人
が
い
る
は
ず
、
さ
あ
、
あ
な
た
も
勇
気
を
出
し
て
、

「
小
さ
な
気
づ
き
を
行
動
へ
」 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
賞 

「
「
や
ば
い
」
は
便
利
?
」 

京
都
府
立
福
知
山
高
等
学
校 

 
 
 
 

附
属
中
学
校 

２
年 

松 

本 

優 

衣 

「
や
ば
い
」
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
ど
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
、
も

し
く
は
、
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
る
方

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
は
、
最
近
、
こ
の
言
葉
を
ど
ん

な
時
も
無
意
識
に
口
か
ら
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
果
た
し
て
こ
の
言
葉
で
、
丁
寧
に
自
分

の
伝
え
た
い
気
持
ち
を
細
部
ま
で
表
現
し
、
相
手
に
伝

え
る
こ
と
は
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

私
は
去
年
の
冬
、
吹
奏
楽
部
に
入
部
後
初
め
て
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
同
級
生
と
先
輩
の
四
人

で
出
場
し
ま
し
た
。
金
賞
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
私

た
ち
四
人
は
強
弱
や
表
現
の
部
分
ま
で
こ
だ
わ
り
抜

き
、
毎
日
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
結
果
は
な
ん
と
金

賞
。
私
は
驚
き
、
湧
き
上
が
る
高
揚
感
を
お
さ
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は

知
ら
ぬ
間
に
次
の
言
葉
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。 

「
や
ば
い
!
嬉
し
い
」
と
。 

 

一
方
で
、
今
ま
で
に
な
い
深
い
感
動
を
「
こ
の
菓

子
や
ば
い
。
美
味
し
い
」
な
ど
と
普
段
、
乱
雑
に
使

う
言
葉
で
片
付
け
る
は
寂
し
い
。
勿
体
な
い
。
そ
ん

な
少
し
釈
然
と
し
な
い
心
持
ち
で
い
た
こ
と
も
事
実

で
す
。 

 

そ
れ
か
ら
私
は
す
っ
き
り
し
な
い
感
情
と
疑
問
を

ず
っ
と
抱
き
続
け
て
い
ま
し
た
。
普
段
と
は
格
段
に

違
っ
た
あ
の
感
情
の
高
ぶ
り
を
、
適
当
に
扱
っ
て
い

る
言
葉
に
し
か
あ
て
は
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
な
ん

て
や
る
せ
な
い
。
あ
の
特
別
な
感
情
を
す
べ
て
残
ら

ず
表
現
し
き
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
。 

 

こ
の
こ
と
が
解
決
し
た
の
は
今
年
の
春
。
国
語
の

授
業
で
の
こ
と
で
し
た
。
先
生
が
、
「
言
葉
を
吟
味

す
る
」
と
い
う
こ
と
を
話
さ
れ
て
い
た
時
、
私
は
ず

っ
と
考
え
、
悩
ん
で
い
た
こ
と
が
腑
に
落
ち
た
の
で

す
。
自
分
の
言
葉
の
引
き
出
し
の
中
か
ら
言
葉
を
選

ん
で
話
せ
た
ら
、
特
別
で
繊
細
な
未
知
な
る
感
情
だ

っ
て
的
確
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た

め
に
は
、
自
分
の
中
の
語
彙
を
増
や
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
そ
う
実
感
し
ま
し
た
。 

 

今
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の
時
の
気
持
ち

を
人
に
伝
え
る
と
し
た
ら
「
金
賞
と
い
う
目
標
を
達

成
で
き
た
こ
と
で
万
感
胸
に
迫
る
思
い
で
す
」
と
伝
え

ま
す
。
当
時
の
私
は
、
初
め
て
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
非

常
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
金
賞
と
い
う
結
果
が
分

か
っ
た
瞬
間
に
、
ほ
っ
と
し
た
安
堵
感
と
信
じ
ら
れ

な
い
程
の
喜
び
や
達
成
感
を
中
心
と
し
た
様
々
な
思

い
が
こ
み
上
げ
て
き
た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
私
の
思
い
を
表
現
で
き
る
の
が
「
万
感

胸
に
迫
る
」
と
い
う
言
葉
だ
と
考
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
、
言
葉
が
持
つ
力
の
絶
大

さ
に
つ
い
て
改
め
て
感
動
し
ま
し
た
。
言
葉
の
少
し

の
違
い
で
言
葉
の
印
象
は
随
分
変
化
し
ま
す
。
助
詞
一

つ
に
し
て
も
そ
う
で
す
。
こ
れ
「
が
」
い
い
の
か
、

こ
れ
「
で
」
い
い
の
か
と
い
う
一
文
字
の
違
い
で
さ

え
相
手
が
受
け
る
印
象
は
異
な
っ
て
き
ま
す
。 

 

「
や
ば
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
プ
ラ
ス
な
イ
メ
ー

ジ
だ
と
「
秀
逸
」
や
「
素
晴
ら
し
い
」
「
驚
異
的
」

な
ど
と
い
う
意
味
な
る
一
方
で
、
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ

ー
ジ
だ
と
「
唖
然
と
す
る
」
や
「
深
刻
」
「
危
機

的
」
な
ど
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
何
通
り
も
の
意
味
を
含
む
言
葉
な
の
で
す
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
「
や
ば
い
」
と
い
う
言
葉
は
と
て

も
便
利
で
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、
自
分
が
思

っ
て
い
る
こ
と
と
は
違
う
意
味
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
伝

わ
っ
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
お
そ
れ
の
あ
る
言
葉
で
も

あ
る
の
で
す
。 

 

私
た
ち
は
、
多
方
面
で
使
え
て
し
ま
う
「
や
ば

い
」
と
い
う
言
葉
を
状
況
も
鑑
み
ず
に
、
軽
く
使
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
幅
広
い
意
味
を
カ

バ
ー
し
て
し
ま
う
か
ら
こ
そ
、
繊
細
な
部
分
ま
で
は

表
現
し
き
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
な
く
す
た
め
に
は
、
や
は
り
語
彙
を
増
や

し
、
貯
め
た
言
葉
を
吟
味
し
な
が
ら
、
日
々
使
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
賞 

「
商
店
街
の
未
来
を
考
え
る
」 

京
都
府
立
福
知
山
高
等
学
校 

附
属
中
学
校 

３
年 

畠 

中 

陽
世
璃 

「
商
店
街
」
。
み
な
さ
ん
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
に
あ
る
商
店
街
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
か

つ
て
は
地
域
の
中
心
的
な
買
い
物
、
交
流
の
場
で
あ
っ

た
商
店
街
は
、
今
で
は
そ
の
賑
わ
い
を
失
い
、
衰
退
へ

の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
が
住
ん
で
い
る
福
知
山
市
の
商
店
街
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
衰
退
の
背
景
に
は
、
郊
外
の
大
型
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

進
出
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
普
及
、
商
店
主
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
様
々
な
要
因
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
そ
の
結
果
、
商
店
街
は
い
つ
し
か
シ
ャ
ッ
タ
ー

通
り
へ
と
変
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
う
し

た
現
状
を
改
善
し
、
か
つ
て
の
よ
う
な
活
気
を
取
り
戻

す
た
め
に
は
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
変
化
と
工

夫
が
必
要
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。 

 

私
は
昨
年
、
職
場
体
験
で
福
知
山
市
の
新
町
商
店
街

を
訪
れ
ま
し
た
。
商
店
街
に
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
、

「
肌
寒
く
て
薄
暗
い
場
所
だ
な
」
と
率
直
に
感
じ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
職
場
体
験
で
は
指
導
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
と
共
に
、
福
知
山
市
の
歴
史
を
地
域
の
人
に
発

信
し
よ
う
と
い
う
企
画
を
提
案
し
、
近
隣
の
方
々
に
チ

ラ
シ
を
配
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
「
本
当
に
来
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
少
し
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、

期
待
を
込
め
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
私
の
予

想
に
反
し
て
近
所
に
住
ん
で
い
る
多
く
の
お
年
寄
り

の
方
が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
私
達
の
企
画
し
た
イ

ベ
ン
ト
は
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
瞬

間
私
は
、
商
店
街
は
以
前
ほ
ど
の
活
気
は
な
い
け
れ
ど

も
、
そ
れ
で
も
商
店
街
を
愛
し
残
そ
う
と
し
て
い
る
人

々
が
た
く
さ
ん
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ

そ
私
は
商
店
街
の
活
気
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
っ
た

の
で
す
。 

 

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
商
店
街
を
「
行
っ
て
み
た
い
」

「
楽
し
い
」
と
思
え
る
場
所
に
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。
私
は
若
い
世
代
が
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
新
し

い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
例
え
ば
、
地
域
の
中
学
生
や
高
校
生
と
協
力
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
い
世
代
の

柔
軟
な
発
想
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
新
し
い
形
で
地
域
の
魅
力
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
音
楽
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
た
り
、

地
元
食
材
を
使
用
し
た
料
理
フ
ェ
ス
を
開
い
た
り
、
昔

な
が
ら
の
縁
日
風
の
遊
び
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
が
楽
し
め
る

場
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
イ
ベ

ン
ト
は
地
域
の
繋
が
り
を
深
め
、
参
加
者
同
士
の
交
流

を
促
進
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
商

店
街
の
お
店
を
紹
介
す
る
動
画
を
学
生
が
作
成
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
広
め
る
こ
と
で
、
地
域
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

発
信
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
動
画
を
通
じ
て
、
普
段

は
注
目
さ
れ
な
い
よ
う
な
小
さ
な
お
店
や
商
店
街
の

特
長
が
広
ま
り
、
外
部
か
ら
の
関
心
を
集
め
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
若

者
が
期
間
限
定
で
お
店
を
開
く
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ッ

プ
」
と
い
う
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
将
来
お
店
を
開
き
た

い
と
考
え
て
い
る
人
達
に
と
っ
て
、
実
際
に
商
売
を
体

験
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
商
店
街
の

活
性
化
に
繋
が
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
に
は
地
域
に

根
ざ
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
積
み
重

ね
が
商
店
街
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
活
気
を
取
り

戻
す
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
る
は
ず
で
す
。
商
店
街
を

守
り
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
大
人
だ

け
で
な
く
私
達
学
生
の
力
も
必
要
で
す
。
私
達
が
で
き

る
こ
と
は
、
買
い
物
に
行
く
こ
と
や
、
イ
ベ
ン
ト
に
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
、
地
域
の
情
報
に
関
心
を
持
ち

活
動
に
協
力
す
る
こ
と
で
す
。
一
人
一
人
の
小
さ
な
行

動
が
積
み
重
な
れ
ば
、
や
が
て
そ
れ
が
大
き
な
力
と
な

り
地
域
全
体
を
支
え
る
大
き
な
原
動
力
に
な
る
で
し
ょ

う
。 

 

商
店
街
は
単
な
る
買
い
物
の
場
で
は
な
く
、
人
々
の

繋
が
り
や
地
域
の
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
存

在
で
す
。
そ
の
価
値
を
今
一
度
見
直
し
、
地
域
全
体
で

支
え
合
い
な
が
ら
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
努
力

が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
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長
奨
励
賞 

「
セ
ミ
と
僕
」 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

山 

本 
 

 

翔 

 

夏
が
近
づ
く
と
、
僕
の
家
の
周
り
で
は
セ
ミ
の
鳴

き
声
が
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。
「
ミ
ー
ン
ミ
ー
ン
」

「
ジ
ー
ジ
ー
」
と
大
き
な
声
で
鳴
き
続
け
る
セ
ミ
た

ち
。
う
る
さ
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
僕
は
こ

の
鳴
き
声
を
聞
く
た
び
に
、
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
セ
ミ
と
人
間
は
ど
う
違
う
の
か

?
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

セ
ミ
は
種
類
に
よ
っ
て
多
少
違
い
ま
す
が
、
多
く
は
土

の
中
で
数
年
か
ら
十
数
年
も
の
時
間
を
幼
虫
と
し
て

過
ご
し
ま
す
。
暗
く
て
狭
い
地
中
で
、
ず
っ
と
そ
の
時

を
待
ち
、
や
っ
と
地
上
に
出
て
き
た
と
思
っ
た
ら
、
成

虫
と
し
て
生
き
ら
れ
る
の
は
た
っ
た
の
一
週
間
。
わ
ず

か
七
日
間
の
命
の
中
で
、
精
一
杯
鳴
い
て
、
仲
間
を
見

つ
け
、
命
を
つ
な
ご
う
と
し
ま
す
。
そ
の
姿
は
、
ど
こ

か
け
な
げ
で
、
一
所
懸
命
で
、
僕
の
心
に
強
く
残
り
ま

す
。 僕

た
ち
人
間
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
セ
ミ
に
比
べ
れ

ば
、
ず
っ
と
長
い
時
間
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
校
へ
行
き
、
友
達
と
遊
び
、
家
族
と
過
ご
し
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で

も
、
僕
は
と
き
ど
き
思
う
の
で
す
。
こ
ん
な
に
長
く
生

き
ら
れ
る
僕
た
ち
は
、
そ
の
時
間
を
本
当
に
大
切
に
で

き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
。 

僕
は
、
正
直
に
言
え
ば
、
つ
い
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
に

夢
中
に
な
っ
て
、
や
る
べ
き
こ
と
を
後
回
し
に
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
勉
強
を
し
よ
う
と
思
っ
て

も
、
「
あ
と
で
い
い
や
」
と
思
っ
て
、
結
局
や
ら
な
か

っ
た
り
、
家
族
と
の
会
話
よ
り
も
画
面
を
優
先
し
て
し

ま
っ
た
り
し
ま
す
。
時
間
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
つ
い
無
駄
に
し
て
し
ま
う
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
セ
ミ
は
違
い
ま
す
。
命
の
終
わ
り
が

近
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
一
日
一
日
を

全
力
で
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

僕
が
そ
ん
な
セ
ミ
の
生
き
方
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
小
学
校
の
夏
休
み
に
セ
ミ
の
観
察
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
朝
早
く
起
き
て
、
近
く
の

公
園
に
行
き
、
セ
ミ
が
羽
化
す
る
様
子
を
じ
っ
と
見
つ

め
ま
し
た
。
夜
の
間
に
地
面
か
ら
出
て
き
た
セ
ミ
の
幼

虫
が
、
木
に
登
り
、
ゆ
っ
く
り
と
殻
を
破
っ
て
透
明
な

羽
を
広
げ
て
い
く
。
そ
の
過
程
は
と
て
も
神
秘
的
で
、

ま
る
で
命
の
奇
跡
を
み
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

羽
化
し
た
ば
か
り
の
セ
ミ
は
、
ま
だ
体
が
や
わ
ら
か

く
て
飛
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
数
時
間
か
け

て
羽
を
乾
か
し
、
力
を
畜
え
て
、
や
が
て
空
へ
と
飛
び

立
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
姿
に
、
僕
は
「
生
き
る
こ
と

の
力
強
さ
」
を
感
じ
ま
し
た
。
も
し
自
分
が
セ
ミ
だ
っ

た
ら
、
た
っ
た
一
週
間
の
命
の
中
で
、
い
っ
た
い
何
を

す
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
た
と
き
、
今
の
自
分
の
生

活
を
振
り
返
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

も
ち
ろ
ん
、
人
間
に
は
人
間
の
時
間
の
流
れ
方
や
生

き
方
が
あ
り
ま
す
。
セ
ミ
の
よ
う
に
、
全
力
で
生
き
続

け
る
こ
と
が
い
つ
も
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
き
に
は
休
ん
だ
り
、
立
ち
止
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
で
も
限
ら
れ
た
命
の
時
間
を
無
駄
に
し
な

い
と
い
う
気
持
ち
は
、
僕
た
ち
人
間
に
と
っ
て
も
大
事

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

人
生
は
一
度
き
り
で
す
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
に
長
く

て
も
「
い
つ
か
終
わ
る
」
と
い
う
点
で
は
、
セ
ミ
と
同

じ
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
時
間
を
大
切
に
し
て
、

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
、
挑
戦
し
た
い
こ
と
、
誰
か
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
に
、
少
し
ず
つ
で
も
い
い
か
ら
向

き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

セ
ミ
は
た
だ
う
る
さ
い
虫
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
に

と
っ
て
は
、
命
の
重
み
や
時
間
の
大
切
さ
を
教
え
て
く

れ
る
「
小
さ
な
先
生
」
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
セ
ミ
の
声
を
聞
く
た
び
に
、
今
を
ど
う
生
き
る

か
を
考
え
、
自
分
に
問
い
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
賞 

「
全
て
の
人
が
幸
せ
に 

暮
ら
す
た
め
に
」 

舞
鶴
市
立
城
北
中
学
校 

３
年 

亀 

井 

志
衣
菜 

 

私
は
舞
鶴
子
ど
も
コ
ー
ラ
ス
に
入
っ
て
い
ま
す
。
舞
鶴

子
ど
も
コ
ー
ラ
ス
と
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
発
足
さ
れ
た

「
エ
ル
シ
ス
テ
マ
」
と
い
う
音
楽
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

「
家
庭
の
経
済
状
況
や
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
、

ど
ん
な
子
ど
も
へ
も
無
償
で
提
供
す
る
」
と
い
う
理
念
の

も
と
活
動
し
て
い
る
合
唱
団
で
す
。
私
は
舞
鶴
子
ど
も
コ

ー
ラ
ス
で
、
普
段
の
練
習
や
単
独
コ
ン
サ
ー
ト
、
舞
鶴
市

民
音
楽
劇
な
ど
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
の
活
動
の
中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
昨
年
の
七
月
に
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
東
京
や
相
馬
の
合
唱
団
と

の
合
同
の
合
唱
祭
で
す
。
そ
も
そ
も
エ
ル
シ
ス
テ
マ
ジ
ャ

パ
ン
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
が
音

楽
で
の
経
験
を
通
し
て
、
自
信
や
尊
厳
を
回
復
し
自
分
の

人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
二

〇
一
二
年
に
相
馬
市
で
始
ま
り
ま
し
た
。
震
災
か
ら
十
四

年
経
っ
た
今
、
相
馬
子
ど
も
コ
ー
ラ
ス
に
は
震
災
を
経
験

し
て
い
な
い
小
学
生
の
子
ど
も
も
い
ま
す
。
で
す
が
、
音

楽
を
通
し
て
、
東
日
本
大
震
災
を
語
り
つ
ぎ
、
自
信
に
満

ち
溢
れ
輝
く
姿
は
エ
ル
シ
ス
テ
ム
ジ
ャ
パ
ン
の
目
的
ど

お
り
で
し
た
。 

 

ま
た
、
東
京
の
合
唱
団
に
は
目
が
見
え
な
い
子
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
今
ま
で
目
が
見
え
な
い
人
と
関
わ
る
機
会

が
無
く
、
沢
山
苦
労
し
て
大
変
そ
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
良
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
す
が
、
実
際
に
関
わ
っ
て
み
る
と
、
み
ん
な

と
て
も
明
る
く
、
私
た
ち
と
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
の
話
す
関
西
弁
に
対
し
て
す
ご
く
喜
ん
で
く
れ
た

り
、
手
を
繋
い
で
手
の
位
置
を
確
認
す
る
と
、
目
が
見
え

な
い
子
と
一
緒
に
ハ
イ
タ
ッ
チ
が
で
き
た
り
、
好
き
な
曲

の
話
や
合
唱
に
つ
い
て
の
話
で
一
緒
に
盛
り
上
が
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
交
流
の
最
後
に
は
、
三
つ
の
合
唱
団
で
の
発
表
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
歌
っ
た
曲
の
中
に
「
あ
め
つ

ち
の
う
た
」
と
い
う
童
声
二
部
合
唱
組
曲
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
組
曲
の
二
曲
目
の
「
樹
の
う
た
」
に
は
前
奏
が
あ
り

ま
せ
ん
。
目
が
見
え
る
私
た
ち
は
指
揮
を
見
て
入
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
掴
ん
で
い
ま
す
。
で
す
が
、
目
の
見
え
な
い
子

た
ち
は
指
揮
を
見
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
は
ど
う
や
っ

て
歌
い
出
し
を
あ
わ
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
実
は
、
目

の
見
え
な
い
子
た
ち
は
指
揮
者
の
息
を
吸
う
音
で
歌
い

出
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
知
っ
た
時
、
私
は
目
が
見

え
な
い
子
達
の
努
力
は
本
当
に
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

同
時
に
、
目
が
見
え
る
、
見
え
な
い
に
関
わ
ら
ず
少
し
の

工
夫
で
一
緒
に
楽
し
く
頑
張
る
こ
と
の
で
き
る
音
楽
は
、

人
と
人
と
を
繋
げ
る
大
き
な
架
け
橋
に
な
る
ん
だ
な
と

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
経
験
を
通
し
て
目

が
見
え
な
い
子
達
は
、
目
か
見
え
な
い
と
い
う
だ
け
で
私

た
ち
の
何
も
変
わ
ら
な
い
と
知
っ
た
し
、
目
が
見
え
な
い

か
ら
と
い
っ
て
暗
い
子
は
一
人
も
お
ら
ず
、
み
ん
な
明
る

く
楽
し
く
音
楽
を
し
て
い
る
「
仲
間
」
な
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。 

 

今
年
の
舞
鶴
子
ど
も
コ
ー
ラ
ス
は
、
カ
ナ
ダ
の
エ
ル
シ

ス
テ
マ
の
方
々
と
の
交
流
、
大
阪
万
博
出
演
、
さ
ら
に
は

夏
に
は
東
京
、
相
馬
、
舞
鶴
の
中
か
ら
数
名
が
韓
国
へ
行

く
事
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
貧
困
や
地
域
社
会
と
の
つ
な

が
り
な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
る
今
の
時
代
で
も
音
楽
は

世
界
共
通
の
言
葉
で
す
。
音
楽
を
通
し
て
、
い
ろ
ん
な
文

化
を
学
び
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
関
わ
り
、
み
ん
な
で
支

え
合
う
事
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
音
楽
に
関
わ
ら
ず
、

人
と
繋
が
る
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
少
な
く
と

も
、
エ
ル
シ
ス
テ
マ
の
活
動
は
多
文
化
共
生
や
、
一
人
一

人
の
個
性
を
尊
重
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
一

人
一
人
が
色
々
な
人
の
個
性
を
認
め
合
い
、
全
て
の
人
が

幸
せ
に
暮
ら
す
事
が
で
き
る
世
界
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
私
は
そ
ん
な
世
界
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
舞
鶴
子

ど
も
コ
ー
ラ
ス
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

「
音
楽
が
好
き
」
と
い
う
一
つ
の
共
通
点
か
ら
集
ま
っ

た
、
学
校
も
学
年
も
性
別
も
違
う
仲
間
た
ち
の
い
る
こ
の

合
唱
団
は
私
に
と
っ
て
の
居
場
所
で
す
。
そ
ん
な
子
ど
も

コ
ー
ラ
ス
が
い
つ
ま
で
も
み
ん
な
に
と
っ
て
の
居
場
所

で
あ
り
続
け
る
事
、
そ
し
て
居
場
所
が
必
要
な
子
ど
も
達

の
も
と
へ
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
環
境
と
幸
せ
を
届
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
精
一
杯
頑
張
り
、
楽
し
く
音
楽
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。 
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第 47回「少年の主張京都府大会」 

講 評 
 京都府教育委員会の菊井でございます。本大会の講評を述べさせていただきます。 
まずは、本日発表された中学生の皆さん、本当にお疲れさまでした。皆さんは、府内各地から寄せ

られた数多くの主張作文の中から選ばれ、この大会の舞台に立たれました。そのこと自体が大変素
晴らしい成果であり、皆さんの努力と表現力が高く評価された証です。どうか自信と誇りをもって、
これからの歩みに活かしてください。 
今日の発表では、皆さん一人ひとりが自分の思いや考えをしっかりと伝えようとする姿勢が印象

的でした。自分自身の体験や日常の気づきから社会への提言まで、幅広いテーマが取り上げられ、聞
く人の心に深く響く内容ばかりでした。他者の発表を聴くことで得られた学びも、皆さんの今後の
成長に大きく寄与することでしょう。 

今年度の作品には、自分自身の内面を見つめ直し、そこから社会とのつながりを考えるような深
い視点が多く見られました。家族や友人との関係の中で生まれた感情を丁寧に掘り下げ、そこから
得た気づきを社会全体に広げていくような構成が印象的でした。また、社会課題に対して単なる問
題提起にとどまらず、自分なりの関わり方や解決へのアプローチを模索する姿勢が感じられました。
これは、まさに「主張」の本質であり、皆さんが自分の言葉で未来を切り拓こうとしている証です。 
中学生の時期は、自分の価値観や社会への関心が芽生え、言葉にして伝えたいという意欲が高ま

る時期です。その一方で、思いがうまく形にならず、もどかしさを感じることもあるでしょう。しか
し、今日の発表では、そのような葛藤を乗り越え、自分の考えをしっかりと構築し、堂々と伝える姿
が見られました。皆さんの発表には、単なる情報の伝達ではなく、「伝えたい」という強い気持ちが
込められており、その熱意が聞き手にしっかりと届いていました。 

審査の観点としては、「中学生らしい感性と新鮮な視点があるか」「提案や提言に実現性や意欲が
感じられるか」「論理的な構成と一貫性があるか」などが重要です。また、発表においては、「聞き手
に共感や感動を与えるか」「説得力のある話し方か」「熱意と迫力が伝わるか」といった点が評価され
ます。皆さんの発表には、これらの要素がしっかりと備わっており、聞き手の心を動かす力がありま
した。 
発表の中で、皆さんが伝えたいという思いをどう表現するか、話し方や表情、声の使い方などにも

工夫が見られました。それは、単なる技術ではなく、聞き手に届けたいという真摯な気持ちの表れで
あり、非常に感動的でした。発表に向けて何度も練習を重ね、どうすれば自分の思いがより伝わるか
を考え抜いたことが、発表の質を高める大きな要因となったのだと思います。 

京都府知事賞を受賞された 
亀岡市立育親学園 9 年 秦 小羽音さん、誠におめでとうございます。あなたの発表には、強い

思いと深い洞察が込められており、内容・表現ともに素晴らしいものでした。また、各賞を受賞され
た皆さんも、同様に心からお祝い申し上げます。皆さんの主張は、同世代の仲間たちだけでなく、大
人たちにも多くの気づきと感動を与えるものでした。 
この経験が、皆さんの今後の学校生活や進路、そして社会での活躍につながることを願っていま

す。自分の考えを言葉にして伝える力は、これからの時代を生きるうえでますます重要になってい
きます。今日の経験を糧に、ぜひこれからも自分の思いを大切にし、周囲と対話を重ねながら成長し
ていってください。 

会場にお集まりの保護者の皆さま、教育関係者やＰＴＡの皆さま、最後まで御参加くださってあ
りがとうございました。本日、発表をお聞きになって感じられた、中学生の思いや考えを、ぜひ様々
な場面で共有していただければ幸いです。 
最後になりましたが、本日しっかりと進行を進めてくれた二人の中学生と事務局の皆様、「少年の

主張京都府大会」に関わってくださった皆様に感謝申し上げます。 
本日の大会が、皆さんにとってかけがえのない一日となったことを願い、私の講評とさせていた

だきます。 

 
 

京都府教育庁指導部学校教育課 

総括指導主事 菊井 雅志 



 

  

  「
伝
え
る
」 

鳥
取
県 

鳥
取
市
立
桜
ヶ
丘
中
学
校 

三
年 

谷
口 

鉄
馬 

手
を
挙
げ
た
瞬
間
、
み
ん
な
の
息
を
吸
う
音
が
聞
こ

え
る
。
そ
し
て
合
唱
が
始
ま
る
。
穏
や
か
に
始
ま
っ
た

合
唱
が
坂
を
登
る
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
て
い
く
。
僕
は

ど
ん
な
ふ
う
に
歌
っ
て
ほ
し
い
か
を
、
手
で
、
そ
し
て

全
身
で
表
現
す
る
。
音
楽
が
弾
け
る
。
僕
が
好
き
な
瞬

間
の
ひ
と
つ
だ
。 

僕
は
中
学
校
で
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
指
揮
者
を
三

度
務
め
た
。
今
年
の
曲
は｢

心
の
瞳｣

。
練
習
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
。 

僕
が
指
揮
を
す
る
の
は
、
口
唇
口
蓋
裂
と
い
う
病
気

の
影
響
が
あ
る
。
僕
の
唇
で
は
、
歌
う
時
に
上
手
に
発

音
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
指
揮
者
な
ら
、
み
ん

な
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。 

僕
は
生
ま
れ
た
時
、
唇
と
上
の
顎
が
裂
け
て
い
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
母
親
の
乳
を
吸
う
こ
と
が
で
き
ず
に

死
ん
で
し
ま
う
。
成
長
し
て
も
唇
の
隙
間
か
ら
息
が
漏

れ
て
う
ま
く
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
僕
は
、
生
ま
れ

て
す
ぐ
に
手
術
を
行
な
っ
た
。 

顎
と
唇
の
隙
間
は
一
応
塞
が
っ
た
も
の
の
、
鳥
取
の

病
院
で
は
、
そ
れ
以
上
の
対
応
は
で
き
な
か
っ
た
。
両

親
が
必
死
に
な
っ
て
探
し
た
岡
山
の
病
院
で
、
赤
ち
ゃ

ん
の
僕
は
ま
た
手
術
を
受
け
た
。
手
術
を
何
度
も
繰
り

返
し
、
何
年
も
通
院
を
繰
り
返
し
た
。
今
で
も
年
に
一

度
、
岡
山
に
通
っ
て
い
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
今
で
は

食
事
を
取
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
会
話
す
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
人
と
話
す
時
に
心
に
引
っ
掛
か
り
が
あ
る

の
も
事
実
だ
。
発
音
が
し
に
く
い
の
で
、
僕
の
言
葉
が

ど
う
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
相
手
の
表
情
を
気

に
し
な
が
ら
話
す
こ
と
も
あ
る
。
実
際
、
何
度
も
聞
き

返
さ
れ
る
こ
と
や
、
発
音
の
こ
と
を
か
ら
か
わ
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
何
度
も
聞
き
返
さ
れ
る
時
は
、
相
手
に

対
し
て
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
る
。
か
ら
か
わ
れ
た

時
は
、
馬
鹿
に
さ
れ
た
こ
と
に
苛
立
ち
を
覚
え
る
。
何

を
言
っ
て
も
無
駄
だ
と
感
じ
て
諦
め
る
と
き
が
あ
る
。 

小
さ
い
頃
、
口
元
に
マ
ス
ク
を
つ
け
た
僕
の
こ
と
を
、

見
知
ら
ぬ
女
性
が
「
か
わ
い
い
ね
ぇ
」
と
言
っ
た
。
し

か
し
、
マ
ス
ク
を
と
っ
た
僕
の
口
元
を
見
た
女
性
は
、

僕
の
こ
と
を
「
か
わ
い
そ
う
な
子
」
と
言
っ
た
そ
う
だ
。

「
か
わ
い
い
」
と
「
か
わ
い
そ
う
」。
わ
ず
か
な
違
い
か

も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
母
に
と
っ
て
は
大
き
な
違
い
だ

っ
た
。「
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う
言
葉
に
、「
不
幸
な
子
」

と
い
う
意
味
を
感
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
母
は
「
鉄

馬
は
可
哀
想
な
子
じ
ゃ
な
い
！
」
と
強
く
言
い
返
し
た

と
い
う
。 

そ
ん
な
母
も
、
「
こ
ん
な
体
で
産
ん
で
し
ま
っ
て
ご

め
ん
ね｣

と
口
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
僕
は

｢

気
に
し
て
な
い
し
、
大
丈
夫
だ
で｣
と
し
か
返
せ
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
両
親
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
の
だ
。

こ
の
病
気
を
治
し
て
く
れ
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
し
て
も
ら
っ
た
。
歯
の
矯
正
を
す
る
に
も
、
僕
の

場
合
は
特
別
な
処
置
が
必
要
な
の
で
、
岡
山
の
歯
科
医

に
毎
月
通
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

父
が
送
迎
し
て
く
れ
る
。
こ
ん
な
ふ
う
に
、
お
金
も
、

時
間
も
、
愛
情
も
た
く
さ
ん
か
け
て
く
れ
た
。
僕
の
唇

は
、
そ
の
証
だ
か
ら
。 

そ
ん
な
僕
が
、
中
学
一
年
生
で
合
唱
の
指
揮
者
に
な

っ
た
。
未
経
験
の
こ
の
役
割
に
強
く
ひ
か
れ
、
す
ぐ
立

候
補
し
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
ど
う
や
っ
た
ら

歌
い
手
に
的
確
に
伝
わ
る
か
、
手
で
伝
え
る
面
白
さ
を

知
っ
た
。
自
分
な
り
に
指
揮
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
ど
の

部
分
を
ど
う
歌
っ
て
ほ
し
い
の
か
、
楽
し
み
な
が
ら
伝

え
る
こ
と
で
、
今
ま
で
に
な
い
達
成
感
を
得
ら
れ
た
。

正
し
い
発
音
は
一
つ
だ
け
ど
、
人
を
感
動
さ
せ
る
音
楽

は
無
限
に
あ
る
。
僕
は
、
僕
の
指
揮
で
そ
れ
を
表
現
で

き
る
こ
と
に
、
言
い
よ
う
の
な
い
喜
び
を
覚
え
た
。
指

揮
す
る
こ
と
で
表
現
で
き
る
世
界
の
広
さ
は
、
僕
が
歌

う
こ
と
で
表
現
で
き
る
世
界
を
大
き
く
飛
び
越
え
て

い
っ
た
。 

口
唇
口
蓋
裂
の
子
供
た
ち
は
、
話
す
こ
と
、
表
現
す

る
こ
と
を
躊
躇
し
が
ち
だ
。
で
も
、
自
分
の
こ
と
を
伝

え
た
い
、
表
現
し
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
。
諦
め
ず

に
伝
え
て
ほ
し
い
。
言
葉
で
も
、
そ
れ
以
外
で
も
、
自

分
を
表
現
す
る
方
法
は
、
き
っ
と
あ
る
。
伝
え
た
い
思

い
を
受
け
止
め
あ
え
た
ら
、
病
気
や
障
害
、
色
々
な
違

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
の
世
界
は
も
っ
と
広
が
る

は
ず
だ
。 

今
年
の
合
唱
曲
「
心
の
瞳
」
は
こ
う
始
ま
る
。 

「
心
の
瞳
で
君
を
見
つ
め
れ
ば
、
愛
す
る
こ
と
、
そ

れ
が
ど
ん
な
こ
と
だ
か
、
分
か
り
か
け
て
き
た
」 

言
葉
で
言
え
な
い
胸
の
暖
か
さ
を
、
見
つ
め
合
う
こ

と
で
伝
え
る
と
い
う
詩
だ
。 

伝
わ
る
。
き
っ
と
伝
わ
る
。
だ
か
ら
伝
え
る
こ
と
を

諦
め
な
い
で
ほ
し
い
。
言
葉
で
も
、
音
楽
で
も
、
見
つ

め
合
う
こ
と
で
も
、
自
分
ら
し
い
や
り
方
が
、
き
っ
と

あ
る
は
ず
だ
。 

「
少
年
の
主
張
全
国
大
会
」 

 
～
わ
た
し
の
主
張
２
０
２
５
～ 

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
作
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公益社団法人 京都府青少年育成協会 
京都市上京区出水通油小路東入丁子風呂町 104番地の 2 京都府庁西別館 3階 
TEL 075-417-0602  FAX 075-417-0603  e-mail kpyda@cello.ocn.ne.jp 
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大会の模様を You Tubeでご覧いただけます。 
 

 

京都府立青少年海洋センター 

～潮騒の聞こえる宿泊研修施設～ 

青少年団体から一般団体・各種サークル等の利用可能な宿泊施設（日帰り可能） 

体育館・研修室・講堂・アスレチック・ボルダリング場・トレーニング場など。＊レスリングマットもあります。 

★ご家族での利用も可能です。事前にお問い合わせください。但し、宿泊は 10名様以上が対象です。 

■問合せ先   京都府立青少年海洋センター（マリーンピア）  

住所 宮津市字田井 382 電話 0772-22-0501 Fax 0772-22-0503   

 URL http://marinpia.jp/    
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